
人が輝き　地域と活きる “わ”のまち　犬山�

　
い
よ
い
よ
春
本
番
―
―
。
１
年
中
で
一
番
心

う
き
う
き
す
る
季
節
で
す
。
３
月
２１
日
贇
か
ら

４
月
１５
日
贓
ま
で
、
「
第
２０
回
春
の
犬
山
お
城

ま
つ
り
」
が
開
か
れ
ま
す
。�

　
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
で
、
ユ
ネ
ス

コ
の
無
形
文
化
遺
産
候
補
で
も
あ
る
犬
山
祭
が

行
わ
れ
る
４
月
４
・
５
日
に
向
け
て
、
盛
り
沢

山
の
イ
ベ
ン
ト
や
友
好
姉
妹
都
市
と
の
交
流
物

産
展
な
ど
も
開
か
れ
ま
す
。
さ
ら
に
栗
栖
や
入

鹿
な
ど
で
も
、
桜
を
メ
イ
ン
に
し
た
祭
り
も
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
（
４
ペ
ー
ジ
へ
）�

３月１日号記事に関するお詫びと訂正�　３月１日号の特集「市民病院建設基金」に関す
る記事に誤りがありました。�

「市民病院建設基金が廃止された」との記載がされておりましたが、「犬山市民病院建設基金の設置及び管
理に関する条例」は廃止されておらず、現在も存在するため、事実と相違しています。�
　市民病院建設基金については、現在、そのあり方と活用についての議論がされている状況であり、市民の
皆様と情報共有し、政策形成にいかしてまいりたいという思いから、特集記事を掲載したものです。こうし
た特集記事の意図が損なわれる内容となったことから、今月号において、再度特集をさせていただきました。�
　市民の皆様に、ご迷惑をお掛けしましたことを深くお詫びし、訂正をさせていただきます。（２ページへ）�
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市
で
は
、
昭
和
２９
年
４
月
の
市

制
施
行
以
来
、
１７
年
が
経
過
し
た

昭
和
４６
年
９
月
、
当
時
の
市
長
が

市
議
会
全
員
協
議
会
で
、
市
民
病

院
建
設
の
所
信
を
表
明
し
、
議
会

内
に
市
民
病
院
建
設
特
別
委
員
会

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。�

　
昭
和
４９
年
に
は
土
地
開
発
公
社

が
建
設
用
地
を
先
行
取
得
。
さ
ら

に
将
来
の
病
院
建
設
に
あ
て
る
た

め
、
昭
和
５４
年
に
は
犬
山
市
民
病

院
建
設
基
金
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
を
制
定
し
、
３
年
間

で
８
，
０
０
０
万
円
が
積
立
て
ら

れ
、
市
民
待
望
の
病
院
と
し
て
建

設
へ
向
け
て
計
画
を
進
め
よ
う
と

し
て
い
ま
し
た
。�

����

　
市
で
は
、
病
院
を
建
設
す
る
た

め
、
様
々
な
議
論
を
重
ね
て
き
ま

し
た
が
、
そ
の
後
の
社
会
情
勢
の

変
化
や
犬
山
市
を
含
む
医
療
圏
の

整
備
状
況
か
ら
市
民
病
院
建
設
は

困
難
と
な
り
、
市
民
病
院
建
設
基

金
の
廃
止
が
議
会
に
お
い
て
議
論

さ
れ
ま
し
た
が
、
結
論
は
出
ま
せ

ん
で
し
た
。�

　
そ
こ
で
、
市
は
、
平
成
１１
年
に

有
識
者
・
市
民
代
表
・
三
師
会
代

表
・
市
議
会
議
員
で
組
織
す
る

『
犬
山
市
地
域
医
療
問
題
検
討

会
』
へ
地
域
医
療
体
制
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
を
依
頼
。�

　
同
検
討
会
か
ら
、
市
民
病
院
に

つ
い
て
は
「
犬
山
市
単
独
で
高
度

医
療
を
担
う
病
院
建
設
と
運
営
維

持
は
、
膨
大
な
初
期
投
資
と
永
続

的
な
財
政
負
担
を
招
く
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
病
床
数
の

整
備
状
況
を
鑑
み
る
と
、
現
時
点

で
は
犬
山
市
単
独
の
病
院
建
設
は

困
難
で
あ
る
」
と
い
う
趣
旨
の
報

告
を
受
け
ま
し
た
。�

　
市
民
病
院
建
設
用
地
の
一
部
に

は
、
平
成
１０
年
４
月
に
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
が
、
平
成
１３
年
６
月

に
予
防
医
療
や
健
康
づ
く
り
を
先

取
り
し
た
犬
山
市
民
健
康
館
（
さ

ら
・
さ
く
ら
）
が
開
設
さ
れ
、
今

日
に
至
っ
て
い
ま
す
。�

　
市
民
病
院
の
建
設
に
は
、
規
模

に
よ
り
ま
す
が
１
０
０
億
円
単
位

の
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
新
規
の
病
院
の
建
設
は
、
県

の
保
健
医
療
計
画
上
も
病
床
数
等

が
充
足
さ
れ
て
い
る
た
め
、
事
実

上
、
不
可
能
な
状
態
と
な
っ
て
い

ま
す
。�

����

　
市
は
、
市
民
病
院
建
設
基
金
を

他
の
目
的
に
流
用
す
る
こ
と
な
く
、

金
融
機
関
に
預
け
て
き
ま
し
た
が
、

今
日
ま
で
の
３６
年
間
に
利
子
が
利

子
を
生
み
、
２
倍
以
上
の
約
１
億

７
，
８
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。�

　
「
基
金
を
こ
の
ま
ま
金
庫
に
眠

ら
せ
て
お
く
だ
け
で
は
も
っ
た
い

な
い
。
何
と
か
有
効
に
活
用
で
き

な
い
か
」
と
平
成
２３
年
１２
月
と
平

成
２６
年
の
３
月
議
会
に
て
、
基
金

条
例
の
活
用
方
法
に
関
す
る
一
般

質
問
を
受
け
て
、
市
は
、
「
有
識

者
や
医
療
関
係
者
、
議
員
や
市
民

団
体
代
表
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

る
健
康
プ
ラ
ン
推
進
委
員
会
に
お

い
て
基
金
の
活
用
を
議
論
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
答
弁
し
て
き
ま

し
た
。�

　
そ
こ
で
、
昨
年
９
月
に
開
催
さ

れ
た
健
康
プ
ラ
ン
推
進
委
員
会
に

お
い
て
市
民
病
院
建
設
基
金
の
今

後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
依

頼
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
今
回
の

提
言
を
受
け
た
も
の
で
す
。�

����

　
提
言
書
の
前
段
で
は
、
市
民
病

院
建
設
基
金
の
設
置
か
ら
現
在
の

状
況
を
考
察
し
た
上
で
、
全
会
一

致
で
基
金
を
「
生
涯
を
通
じ
た
健

康
づ
く
り
の
目
的
で
有
効
に
活
用

す
べ
き
」
と
結
論
づ
け
て
い
ま
す
。�

　
そ
し
て
、
市
民
の
健
康
寿
命
を

延
伸
す
る
と
い
う
課
題
解
決
に
向

け
て
、
市
民
病
院
建
設
基
金
に
替

わ
る
新
し
い
基
金
を
①
健
康
づ
く

り
と
②
予
防
医
療
に
活
用
す
べ
き

で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。�

併
せ
て
、
基
金
を
活
用
し
た
各
種

事
業
の
具
体
的
な
検
討
・
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
有
識
者
を
は
じ
め
、

専
門
的
な
団
体
や
市
民
団
体
の
提

案
・
要
望
に
耳
を
傾
け
、
市
民
目

線
に
立
っ
た
事
業
展
開
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。�

����

　
市
は
、
こ
の
提
言
を
受
け
て
現

在
の
市
民
病
院
建
設
基
金
を
廃
止

す
る
条
例
と
新
し
い
基
金
条
例
案

を
作
成
し
、
議
会
に
上
程
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。�

　
基
金
は
、
条
例
に
よ
り
、
積
み

立
て
た
お
金
を
使
用
す
る
目
的
が

特
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
の
目
的

に
使
用
す
る
に
は
、
条
例
を
廃
止

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。�

　
可
決
さ
れ
れ
ば
、
新
し
い
基
金

を
活
用
し
た
具
体
的
な
事
業
を
い

つ
か
ら
ど
の
よ
う
に
実
施
す
る
か

を
取
り
組
ん
で
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。�

　
健
康
プ
ラ
ン
推
進
委
員
会
で
は
、

健
康
づ
く
り
と
し
て
は
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
事
業
や
食
事
に
関
す
る
事

業
、
禁
煙
推
進
事
業
等
が
、
予
防

医
療
と
し
て
は
、
特
定
健
診
の
充

実
、
生
活
習
慣
病
予
防
検
診
や
子

ど
も
の
検
診
の
拡
充
等
が
提
案
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
市
は
、
こ
れ

ら
を
参
考
に
進
め
て
い
き
ま
す
。�

��

　
市
は
、
昨
年
「
健
康
市
民
づ
く

り
宣
言
」
を
行
っ
て
お
り
、
健
康

寿
命
を
延
伸
す
る
こ
と
を
大
き
な

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
後
期
高
齢
者
が
中
心
と
な
る
超

高
齢
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
健

康
で
過
ご
せ
る
期
間
を
少
し
で
も

長
く
し
て
い
く
こ
と
が
、
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。�

　
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

は
、
世
代
を
超
え
て
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
「
自
分
の
健
康
は
自

分
で
つ
く
り
・
守
る
」
と
い
う
自

覚
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。�

　
健
康
寿
命
を
延
伸
し
、
い
き
い

き
と
自
分
ら
し
く
健
康
で
生
き
て

い
く
こ
と
が
、
結
果
と
し
て
、
次

世
代
を
担
う
子
や
孫
の
負
担
を
軽

減
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、

今
一
度
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
考

え
て
も
ら
い
、
今
回
の
市
の
進
め

方
の
是
非
や
、
新
基
金
を
活
用
し

た
事
業
等
に
つ
い
て
、
ご
意
見
を

募
集
し
て
い
き
ま
す
。�

▼
問
合
せ
先
　
健
康
推
進
課�

（
蕁
６３
・
３
８
０
０
）�

←
�

←
�

　
健
康
市
民
づ
く
り
を
進
め
る
市
は
、
犬
山
市
健
康

プ
ラ
ン
推
進
委
員
会
（
会
長
　
富
永
祐
民
・
愛
知
県

が
ん
セ
ン
タ
ー
名
誉
総
長
）
か
ら
、
現
在
の
市
民
病

院
建
設
基
金
に
替
わ
る
新
た
な
基
金
（
仮
称
　
健
康

づ
く
り
基
金
）
を
設
置
し
て
、
健
康
づ
く
り
と
予
防

医
療
に
活
用
す
る
よ
う
、
１
月
９
日
、
提
言
を
受
け

ま
し
た
。�

　
市
は
、
今
回
の
提
言
を
踏
ま
え
て
、
現
在
の
市
民

病
院
建
設
基
金
条
例
の
廃
止
案
と
新
た
な
健
康
づ
く

り
基
金
設
置
条
例
案
を
早
け
れ
ば
、
６
月
議
会
へ
上

程
し
、
健
康
市
民
づ
く
り
の
施
策
に
活
か
し
て
い
こ

う
と
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
特
集
は
、
こ
う
し
た
市
の
考
え
の
是
非
を
含

め
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
、
市
民
と
の
情
報
共

有
、
意
見
集
約
を
経
て
、
合
意
形
成
を
図
っ
て
い
く

こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。�

����

　
広
報
い
ぬ
や
ま
の
編
集
に
つ
き

ま
し
て
は
、
民
間
の
活
力
を
い
か

し
て
、
市
民
の
目
線
に
立
っ
た
特

集
記
事
の
掲
載
な
ど
、
市
民
の
立

場
に
立
っ
た
広
報
作
成
を
行
う
目

的
で
、
平
成
１５
年
よ
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ

委
託
を
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。�

　
編
集
に
あ
た
っ
て
は
、
行
政
と

編
集
者
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
企
画
編

集
会
議
で
編
集
方
針
を
協
議
し
た

上
で
、
編
集
者
の
独
自
取
材
に
よ

る
記
事
作
成
を
行
い
、
事
実
誤
認

や
公
共
性
の
逸
脱
な
ど
の
視
点
を

持
っ
て
、
編
集
者
及
び
行
政
が
複

数
回
数
の
校
正
・
内
容
確
認
を
行

い
、
編
集
し
て
い
ま
す
。�

　
今
回
の
誤
記
事
に
つ
い
て
は
、

編
集
者
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
及
び
発
行
責

任
者
（
犬
山
市
）
の
校
正
・
内
容

確
認
に
不
備
が
あ
り
ま
し
た
こ
と

を
お
詫
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

掲
載
記
事
内
容
の
校
正
・
内
容
確

認
に
つ
い
て
、
徹
底
し
、
充
分
注

意
し
て
ま
い
り
ま
す
。�

▼
問
合
せ
先
　
秘
書
企
画
課�

（
蕁
４４
・
０
３
１
２
）�

市
民
病
院
建
設�

基
金
設
立
の
経
緯�

市
民
病
院
建
設
の�

方
向
転
換�

そ
の
後
の
市
民
病
院�

建
設
基
金
の
取
り
扱
い�

健
康
プ
ラ
ン
推
進
委
員�

会
か
ら
の
提
言�

提
言
を
受
け
て
の�

市
の
考
え�

意
見
募
集�

市民病院建設�基金に替わり�市民病院建設�基金に替わり�

犬山市健康プラン�推進委員会が提言�

新たな健康�づくり基金を�新たな健康�づくり基金を�

広
報
の
編
集
・

広
報
の
編
集
・�

　
発
行
に
つ
い
て

　
発
行
に
つ
い
て�

広
報
の
編
集
・�

　
発
行
に
つ
い
て�

23



広報いぬやま　Ｈ２７・３・１５号� 広報いぬやま　Ｈ２７・３・１５号�

４月４日贖・５日贍午前１０時～午後５時、
市体育館�
富山県立山町�
昭和４８年に姉妹都市提携。霊峰立山を
はじめ、美しい山々に囲まれた観光地。�
◆特産品　三島豆、越中瀬戸焼、ひょ
うたん、鱒寿司�

宮崎県日南市�
平成１２年に姉妹都市提携。初代成瀬正
成犬山城主の弟、正武の妻の出身地。�
◆特産品　飫肥杉、焼酎、日向夏、海
産物�

兵庫県篠山市�
平成２６年に姉妹都市提携。第九代成瀬
正肥犬山城主の出身地。音楽祭などの
文化交流が盛ん。 �
◆特産品　丹波黒豆、栗、篠山牛�

沖縄県石垣市�
昭和５６年に石垣市商工会と現・犬山商
工会議所が姉妹提携。�
◆特産品　黒砂糖、泡盛、ミンサー織�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
岐阜県郡上市八幡町�
第九代成瀬正肥犬山城主の叔父が、第
十七代八幡城主。�
◆特産品　鮎、肉桂玉、とちの実せん
べい�

岐阜県郡上市明宝�
羽黒の「磨墨塚」に葬られた名馬「磨墨」
生誕の地。�
◆特産品　明宝ハム、ソーセージ�

岐阜県中津川市加子母�
犬山と同じく尾張藩の直轄領であった。�
◆特産品　ほおば寿司、トマト�

岐阜県中津川市蛭川�
犬山と同じく天然記念物「ヒトツバタ
ゴ自生地」がある。�
◆特産品　庭石、ハム、地ビール�

にっき�

第20回�春の�春の�

3月21日贇～4 月15日贓�ふりむけば、未来…�
友好都市交流物産展�友好都市交流物産展�

▼
問
合
せ
先
　
　
　
犬
山
観
光
案
内
所
　
　
　
　
（
蕁
６１
・
６
０
０
０
）�

※主催者の都合により変更がある場合は、ご容赦ください。�

■オープニングセレモニー�
４月４日午前１０時５５分　城前広場�
■試楽祭（４月４日）�
 町内出発 午前８時から�
 からくり奉納 正午から�
 夜車山点灯完了�
  犬山駅西 午後６時４０分�
  城前広場 午後６時３０分�
 夜車山出発�
  犬山駅西 午後７時３０分から�
  城前広場 午後６時４５分から�
 祭り終了 午後９時４５分�
■本楽祭（４月５日）�
 町内出発 午前８時から�
 からくり奉納 午前１０時から�
 夜車山点灯完了�
  南　組（外町） 午後６時３０分�
  北　組（余坂） 午後６時３０分�
 夜車山出発�
  南　組 午後６時４０分から�
  北　組 午後６時３０分から�
 祭り終了 午後９時４５分�

犬山祭の日程�

催 事 名� とき・時間� ところ� 内　　　容�

古城絵巻�
展示�

犬山国際�
観光�

センター�
フロイデ�
１階エン�
トランス�
ホール�

３月１５日贍～�
５月３１日贍�
９：００～１５：００�

全国古城絵巻の展示、グッ
ズの販売、「榊原先生が描
いた下絵に市民の人が色
付けをする。」４月４日・５日
のみ。�

桃太郎公園�
桜まつり�

桃太郎�
公園�

栗栖園地�

３月２１日贇～�
４月１５日贓�
８：００～２１：００�

ボンボリ飾り付、園内夜間
照明（夜桜）、歓迎ののぼり
旗の設置など。記念品の
配布。�

第２０回�
犬山白帝杯�
少年剣道�
交流大会�

体育館�３月２２日贍�
９：００～１６：００�

尾張地域及び、可児市、各
務原市の少年剣士との交
流大会。�

内藤丈草を�
偲ぶ会�

福祉会館�
４階�

中ホール�

４月３日贔�
９：００～１７：００�

①俳句大会、県内・近県よ
り俳句募集入選者の表彰、
講演会②市内で吟行会③
犬山城登城坂での作品展
示（３月２８日贖～４月１０日贔）�

犬山駅西�
夜車山�
曳出式�

犬山駅西�
ロータリー�

４月４日贖�
１９：００～１９：３０�

犬山駅西ロータリーに車
山を曳き込み、日が落ちる
頃には提燈のロウソクに灯
がともされ幻想的な風景
が現れる。夜車山が曳き出
され各町内へ戻る時「どん
でん」または「車切」が行
われる。その光景を楽しん
でいただく。�

第７回さく�
らフェスタ�
ｉｎ入鹿池�

池野小学�
校グラン�
ドと体育館�

３月２８日贖�
９：００～１５：３０�

池野・長者町地域の活性化
に向けて、池野小学校で毎
年開催している春の地域
交流イベント。入鹿池湖畔
に咲く桜を見て、グラウン
ドゴルフ大会と音楽祭、さ
らに地域の人達の手作り
作品のバザーを行います。
定例化したイベントとして
地域の人々と親睦をはか
ります。�

催 事 名� とき・時間� ところ� 内　　　容�

犬山祭�
ぼんでん�
横丁�

三菱東京�
ＵＦＪ銀行�
犬山支店�
駐車場�

４月４日贖�
　　５日贍�
１０：００～１９：００�

地域のグルメと物産の販
売。�

着物姿で�
犬山祭を�
楽しみ�

ませんか！�

犬山市文�
化史料館�
２階�

４月４日贖�
　　５日贍�
１０：００～１６：００�

着物をレンタルし、会のも
のが着付けして、犬山祭に
着物姿の見物人を多数参
加してもらい、祭の雰囲気
を盛り上げたい。美しく華
やかな祭に彩を添える。�

しみんてい�
横丁�

しみんて�
い�

４月４日贖�
　　５日贍�
１０：００～１６：００�

①フェアトレード製品の物
販。②飲食販売。�

犬山�
おも城市�

からくり�
別館南側�
駐車場�

４月４日贖�
　　５日贍�
１０：００～１８：００�

犬山朝市と、犬山北のまち
づくり推進協議会の会員で
お客様に飲食と物販を提
供する。おもてなしの心を
もって、休憩所として利用
してもらう。�

友好都市�
交流物産展� 体育館�

４月４日贖�
　　５日贍�
１０：００～１７：００�

犬山市、犬山商工会議所と
縁のある市町による物産
展の開催。�
○立山町・日南市・石垣市・
篠山市・郡上市・中津川市・
犬山市�

屋台村� キャッスル�
パーキング�

４月４日贖�
１０：００～２０：００�
　　５日贍�
１０：００～１９：００�

キャッスルパーキング内で
屋台村（飲食ブース、バザ
ーブース）の実施。�

骨董市� 体育館�
４月４日贖�
　　５日贍�
１０：００～１７：００�

骨董市を実施する。�

フリーマ�
ーケット� 体育館南�

４月４日贖�
　　５日贍�
１０：００～１６：００�

フリーマーケット、一般家
庭の不用品のリサイクル
販売など。�
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　平成２６年度までは国民健康保険税（現金納付若しくは口座振込による普通徴収分）は、４月に発送する
１期・２期分の納税通知書（仮算定）と、８月に発送する３期から１０期分の納税通知書（本算定）の年２
回の通知となっていました。�
　平成２７年度からは４月発送の納税通知書（仮算定）がなくなり、６月に発送される納税通知書（本算定）
のみになります。また、発送月が変わることに伴い、納期限は次のとおり変更されますので注意してくだ
さい（年間の納期は１０回と変更ありません）。�

国保だより�
■普通徴収仮算定の廃止�

　国民健康保険（国保）は、病気やけがをした時の医療費を助け合う制度です。これは市内に住所がある
人で、職場の健康保険に加入している人を除くすべての人が加入するものです。�
　３月、４月は、就職や退職、入学、卒業など国保の資格の異動が多い時期です。異動のあった場合は必
ず１４日以内に国保の届出を行い、保険証の交付や訂正、返却の手続きをしてください。�
　手続きを忘れたり、遅れたりすると、医療費の保険給付が受けられない、国保税をさかのぼって支払う
など不利益を受けることがありますので注意してください。�

■こんなときは、14日以内に国保異動の手続きを�

※上記の他、印鑑、身分証明ができるもの（運転免許証など）と、国民年金の手続きも同時に行いますので年金
　手帳を持ってきてください。
（注）健康保険資格喪失連絡票は、離職（退職）証明と違い、国民健康保険の加入日（健康保険の資格喪失日）
　　　を確認する書類です。離職（退職）証明と同様に、会社から交付されるものです。会社に用紙が無い場合
　　　は、保険年金課国民健康保険担当、各出張所または市ホームページにあります。

就職したとき

退職したとき

健康保険の扶養へ入ったとき

健康保険の扶養から出たとき

任意継続の期間が終わるとき

年金を受け始めたとき

修学のため家族と離れて住むとき

上記の修学を終えたとき

手　続　き　が　必　要　な　と　き 手 続 き に 必 要 な も の

修学のため、家族と別の保険証を
受けていた人が修学を終えたとき

・修学者用国民健康保険証

就職し、職場の健康保険に入った
とき

・勤務先の健康保険証
・国民健康保険証

健康保険の扶養として認定された
とき

・健康保険証
・国民健康保険証

・年金証書
・国民健康保険証

厚生年金や共済組合の年金に２０年
以上か４０歳以後で１０年以上加入
し、年金を受け始めたとき

修学のため、家族と離れて下宿や
寮などに住むことになったとき
（在学期間が延長したとき）

・在学証明書か学生証（写し可）
・国民健康保険証

・期間満了まで継続の人＝任意継
　続の保険証
・期間満了前に喪失し、国保加入
　する人＝健康保険資格喪失連絡票（注）

健康保険を任意継続した人で、期

間が終了するとき（任意継続保険

証を返却する前に手続きが必要）

健康保険の扶養からはずれ保険が
なくなったとき

・健康保険資格喪失連絡票（注）

退職し、職場の健康保険の資格が
なくなったとき

・健康保険資格喪失連絡票（注）

▼問合せ先　保険年金課国民健康保険担当�
　　　　　　（蕁４４・０３２７）�

　　　（平成２６年度まで）　（平成２７年度以降）�
１期……　　４月末　　　→　　　６月末�
２期……　　６月末　　　→　　　７月末�

※３期から１０期までの納期限については変更ありません。�
※特別徴収（年金からの天引き）については変更ありません。�
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〜 

今
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
！
　
ご
み
の
出
し
方 

〜�
　
ご
み
の
中
に
は
再
利
用
な
ど
が

で
き
る
資
源
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
限
ら
れ
た
資
源
を
活
か
す
た

め
に
、
ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。�

■
１８
分
別
に
ご
理
解
を
！�

①
可
燃
ご
み
（
指
定
ご
み
袋
で
）�

○
ゴ
ム
製
品
、
革
製
品
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
は
可
燃
ご
み
で
す

（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ハ
ン
ガ

ー
、
お
も
ち
ゃ
、
長
靴
、
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ
、
汚
れ
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
な
ど
）。

た
だ
し
金
属
が
付
い
て
い
る
場

合
は
不
燃
ご
み
へ
。�

○
剪
定
枝
は
、
長
さ
５０
㎝
未
満
直

径
１０
㎝
以
下
に
切
っ
て
縛
る

（
袋
に
入
れ
な
く
て
よ
い
）。�

������������

○
剪
定
枝
以
外
の
板
や
花
の
茎
な

ど
は
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。�

○
布
団
を
可
燃
ご
み
と
し
て
出
す

場
合
は
、
５０
㎝
未
満
に
切
る
。�

○
生
ご
み
は
、
生
ご
み
処
理
機
な

ど
を
利
用
し
、
可
燃
ご
み
の
減

量
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。�

※
市
内
の
店
舗
で
生
ご
み
処
理
機

を
購
入
す
る
と
、
申
請
に
よ
り
補

助
金
（
上
限
３
万
円
）
を
交
付
し

ま
す
（
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
、
ボ
カ
シ

は
対
象
外
）。�

◆
指
定
ご
み
袋
の
無
償
配
布�

　
紙
お
む
つ
が
常
時
欠
か
せ
な
い

次
の
人
が
い
る
世
帯
は
、
申
請
に

よ
り
、
中
袋
（
月
当
た
り
５
枚
）

を
無
償
配
布
し
ま
す
。�

【
対
象
】
一
歳
未
満
児
、
要
介
護

認
定
を
受
け
た
者
、
障
害
等
手
帳

の
交
付
を
受
け
た
人
。�

※
詳
し
く
は
ご
み
減
量
推
進
課
ま

で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。�

②
不
燃
ご
み
　
　
　
　
　
　
　�

○
金
属
性
の
も
の
、
金
属
と
金
属

以
外
の
部
分
が
バ
ラ
バ
ラ
に
で

き
な
い
も
の
。�

○
縦
・
横
・
奥
行
の
い
ず
れ
か
が

５０
㎝
以
上
の
も
の
は
粗
大
ご
み
。�

○
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
・
テ
レ

ビ
・
冷
蔵
（
凍
）
庫
・
エ
ア
コ

ン
は
、
バ
ラ
バ
ラ
に
分
解
し
て

も
、
市
で
は
収
集
し
ま
せ
ん
。�

※
こ
れ
ら
の
家
電
製
品
を
廃
棄
す

る
時
は
販
売
店
や
メ
ー
カ
ー
で
引

き
取
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。�

�����������

●
危
険
ご
み
　
　
　
　
　
　
　
　�

③
ス
プ
レ
ー
缶
類
　
　
　
　
　
　�

○
事
故
防
止
の
た
め
、
使
い
き
っ

た
後
、
ガ
ス
抜
機
や
釘
な
ど
で

必
ず
穴
を
開
け
て
下
さ
い
。�

○
火
災
の
原
因
と
な
る
の
で
、
不

燃
ご
み
に
は
絶
対
に
入
れ
な
い
。�

●
資
源
物
　
　
　
　
　
　
　
　�

④
ア
ル
ミ
缶
（
　
）
　
　
　
　�

⑤
ス
チ
ー
ル
缶
（
　
）
　
　
　�

○
お
茶
や
菓
子
、
食
品
用
の
缶
詰

は
、
ス
チ
ー
ル
缶
へ
。�

⑥
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
　
）
　
　�

○
中
を
水
洗
い
し
て
、
キ
ャ
ッ
プ

と
ラ
ベ
ル
を
取
る
。
キ
ャ
ッ
プ

と
ラ
ベ
ル
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
へ
。�

⑦
紙
パ
ッ
ク
（
　

）�

○
切
り
開
い
て
、
中
を
水
洗
い
す

る
。
内
側
が
ア
ル
ミ
は
く
の
も

の
は
可
燃
ご
み
へ
。�

⑧
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

（
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　�

○
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
で
商
品
が
入

っ
て
い
た
も
の
（
容
器
）
や
、

包
ん
で
い
た
も
の
（
包
装
）。�

○
洗
剤
や
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
の
ボ

ト
ル
類
や
カ
ッ
プ
麺
、
プ
リ
ン

な
ど
の
カ
ッ
プ
・
ケ
ー
ス
類
、

レ
ジ
袋
、
食
品
の
ラ
ッ
プ
類
な

ど
で
、
汚
れ
が
つ
い
て
な
い
も

の
。�

○
そ
の
ま
ま
収
集
ネ
ッ
ト
へ
。�

○
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や
ト
レ
イ
も

対
象
。
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
は
で

き
る
だ
け
割
る
。�

○
汚
れ
が
取
れ
な
い
場
合
は
可
燃

ご
み
へ
。�

���������

●
空
き
び
ん
　
　
　
　
　
　
　�

⑨
無
色
　
⑩
茶
色
　
⑪
そ
の
他

（
黒
・
青
な
ど
）
　�

○
ビ
ー
ル
び
ん
や
一
升
び
ん
は
繰

り
返
し
使
用
で
き
る
の
で
、
販

売
店
で
引
き
取
っ
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。�

○
割
れ
た
空
き
び
ん
や
ガ
ラ
ス
類

（
コ
ッ
プ
、
医
薬
品
の
び
ん
）

は
不
燃
ご
み
へ
。�

※
空
き
び
ん
は
、
施
設
で
人
が
選

別
し
て
い
ま
す
。
選
別
作
業
中
に
、

割
れ
た
び
ん
等
で
け
が
を
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
分
別
に
協

力
し
て
く
だ
さ
い
。�

�������

●
有
害
ご
み
　
　
　
　
　
　
　�

⑫
乾
電
池
　
⑬
蛍
光
管
　
　
　�

○
ボ
タ
ン
電
池
や
二
次
電
池
（
充

電
で
き
る
も
の
）
は
、
販
売
店

へ
。�

○
割
れ
た
蛍
光
管
は
不
燃
ご
み
へ
。�

●
古
紙
な
ど
　
　
　
　
　
　
　�

⑭
新
聞
　
⑮
雑
誌
・
雑
が
み
　�

⑯
段
ボ
ー
ル
　
⑰
布
類
　
　
　�

○
新
聞
や
雑
誌
・
雑
が
み
は
、
ひ

も
で
縛
ら
な
い
。�

○
段
ボ
ー
ル
は
、
ひ
も
で
縛
る
。�

○
紙
コ
ッ
プ
な
ど
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

さ
れ
た
紙
製
品
は
可
燃
ご
み
へ
。�

○
洗
剤
や
線
香
の
箱
な
ど
、
臭
み

の
強
い
も
の
は
可
燃
ご
み
へ
。�

限りある資源を�
大切にしよう！�

○
布
類
は
、
透
明
・
半
透
明
の
袋

に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

布
団
や
カ
ー
テ
ン
は
粗
大
ご
み

（
た
だ
し
５０
㎝
未
満
に
切
れ
ば

可
燃
ご
み
）
。
ぬ
い
ぐ
る
み
、

裁
断
く
ず
な
ど
は
、
可
燃
ご
み

（
５０
㎝
以
上
あ
れ
ば
粗
大
ご

み
）。�

※
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
子
供
会
な
ど
が
行
う

資
源
回
収
に
も
協
力
し
て
く
だ
さ

い
。
日
程
は
、
毎
月
１
日
号
の
広

報
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。�

⑱
粗
大
ご
み
　
　
　
　
　
　
　�

○
家
具
、
寝
具
、
建
具
、
電
気
器

具
、
石
油
器
具
等
で
、
縦
・
横

・
奥
行
の
「
い
ず
れ
か
一
辺
が

５０
㎝
以
上
」
で
「
２
０
０
㎝
×

１
５
０
㎝
×
１
０
０
㎝
以
下
」

の
も
の
。�

○
電
話
予
約
に
よ
る
有
料
戸
別
収

集
。
（
１
点
に
つ
き
１
，
０
０

０
円
、
１
回
５
点
ま
で
）。�

○
収
集
日
は
、
各
地
区
ご
と
に
月

２
回
の
指
定
曜
日
。�

○
電
話
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
蕁
０

１
２
０
・
４
８
４
・
５
３
０
）

で
、
収
集
日
の
１
か
月
前
か
ら

１
週
間
前
ま
で
の
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
（
贖
・
贍
・

贇
、
年
末
年
始
を
除
く
）
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。�

●
①
〜
⑱
は
都
市
美
化
セ
ン
タ
ー

に
直
接
運
び
込
む
こ
と
も
で
き

ま
す
。
（
有
料=

１０
㎏
２
０
０

円
。
平
日
は
午
後
３
時
３０
分
、

土
曜
日
は
午
前
１１
時
３０
分
ま
で

免
許
証
等
で
住
所
地
を
確
認
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）。
　
　

※
市
内
か
ら
出
た
ご
み
に
限
る
。�

●
市
で
収
集
し
な
い
ご
み�

○
オ
ー
ト
バ
イ
、
耕
運
機
な
ど
の

農
機
具
、
タ
イ
ヤ
・
バ
ッ
テ
リ

ー
、
石
・
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
は
市

で
処
理
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ

れ
販
売
店
か
、
「
ご
み
収
集
カ

レ
ン
ダ
ー
」
で
お
知
ら
せ
す
る

業
者
で
引
き
取
っ
て
も
ら
っ
て

く
だ
さ
い
。�

■
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
資
源
物

回
収
拠
点
）
に
つ
い
て�

○
資
源
物
排
出
の
利
便
性
の
向
上

と
、
資
源
物
の
有
効
活
用
の
促

進
を
目
的
と
し
て
、
市
内
４
か

所
に
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開

設
し
て
い
ま
す
。�

○
開
設
時
間
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
「
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ

ー
」
ま
た
は
毎
月
１
日
号
広
報

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

■
パ
ソ
コ
ン
の
回
収
に
つ
い
て�

○
従
来
の
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
回
収

に
併
せ
て
、
わ
ん
丸
エ
コ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
（
犬
山
市
都
市
美
化

セ
ン
タ
ー
敷
地
内
）
に
て
パ
ソ

コ
ン
の
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
を
消
去
し
て
か
ら
お

持
ち
く
だ
さ
い
。�

指定ごみ袋制度導入後のごみの減量効果と新ごみ施設整備積立金の状況報告�
●家庭系可燃ごみ収集量（単位：ｔ）�

●新ごみ施設整備基金積立金（袋の収入分のみ）�

▼問合せ先�
　ごみ減量推進課（蕁44・0344）�

【収入】（単位：円）� 【支出】（単位：円）�
※袋作成費、取扱手数料等�

【積立金（収入―支出）】（単位：円）�

導入前�

年　月　日�

袋�

Ｈ21�

Ｈ22�

Ｈ23�

Ｈ24�

Ｈ25

Ｈ21�

Ｈ22�

Ｈ23�

Ｈ24�

Ｈ25

45,354,300�

64,996,800�

57,503,300�

60,805,860�

60,914,440

19,303,949�

21,930,622�

21,504,430�

22,909,289�

24,973,959

1,000,000�

1,000,000�

1,000,000�

1,000,000�

1,000,000

広　告�

排　出　量�

Ｈ20.12～�
Ｈ21.11

12,761.98 11,401.20 11,890.23 12,052.15 11,963.36 11882.00

対導入前比� －10.7% －6.8% －5.6% －6.3% －6.9%

 導入後�
（1年目）�

Ｈ21.12～�
Ｈ22.11

 導入後�
（2年目）�

Ｈ22.12～�
Ｈ23.11

導入後�
（3年目）�

Ｈ23.12～�
Ｈ24.11

導入後�
（4年目） �

Ｈ24.12～�
Ｈ25.11

導入後�
（5年目）�

Ｈ2.12～�
Ｈ25.11

Ｈ21�

Ｈ22�

Ｈ23�

Ｈ24�

Ｈ25�

合 計�

27,050,351�

44,066,178�

36,998,870�

38,896,571�

36,940,481�

183,952,451

皆様のご協力を�
お願いします�
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広報いぬやま　Ｈ２７・３・１５号 広報いぬやま　Ｈ２７・３・１５号

　市では、姉妹都市である富山県立山町、宮崎県日南市との職員交換派遣研修を、職員の人材育成と交流
を目的に実施しています。�
　今年度は、立山町から生活環境部防災安全課に中西嘉尊さんが、日南市から同部公園緑地課に深田和広
さんが勤務し、３月末で１年の研修期間が終了します。�

�������

　
３
月
と
な
り
市
の
花
・
桜
の
見

頃
が
近
づ
い
て
き
て
お
り
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
１
年
前
に
初
め
て
犬
山

市
を
訪
れ
た
際
、
今
の
職
場
の
上

司
に
犬
山
城
の
東
に
あ
る
日
本
庭

園
・
有
楽
苑
を
案
内
し
て
い
た
だ

き
、
春
の
そ
よ
風
の
中
、
抹
茶
を

い
た
だ
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。�

　
こ
の
１
年
、
職
場
の
防
災
安
全

課
で
は
防
災
業
務
を
担
当
し
、
犬

山
市
の
防
災
体
制
や
災
害
時
に
お

け
る
対
応
等
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

防
災
備
蓄
品
の
整
備
や
防
災
倉
庫

の
整
理
に
皆
で
取
り
組
ん
だ
こ
と

が
印
象
深
い
で
す
。
ま
た
、
地
域

に
出
向
い
て
の
防
災
講
話
で
は
立

山
町
の
紹
介
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

皆
さ
ん
に
立
山
を
知
っ
て
い
た
だ

け
た
か
な
と
思
い
ま
す
。�

　
仕
事
以
外
に
お
い
て
は
、
犬
山

祭
へ
の
参
加
や
石
上
げ
祭
な
ど
を

経
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
職

場
の
犬
山
・
立
山
サ
ッ
カ
ー
部
交

流
試
合
や
日
南
市
を
観
光
し
た
り

と
大
変
充
実
し
た
１
年
で
あ
り
ま

し
た
。�

　
犬
山
市
の
皆
さ
ん
に
は
、
い
ろ

い
ろ
と
大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

���

　
平
成
２６
年
度
後
期
受
講
生
の
作

品
展
を
開
催
し
ま
す
。�

▼
と
き
　
３
月
２０
日
贔
・
２１
日

贇
・
２２
日
贍
午
前
１０
時
〜
午
後
６

時
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

▼
と
こ
ろ
　
市
民
健
康
館
さ
ら
・

さ
く
ら
交
流
ホ
ー
ル
　
▼
内
容

２１
教
室
約
２
５
８
人
の
作
品
を
展

示
　
▼
入
場
料
　
無
料
　
▼
問
合

せ
先
　
市
民
健
康
館
さ
ら
・
さ
く

ら
（
蕁
６３
・
３
８
０
０
）�

��

　
篠
笛
の
会
が
平
成
２６
年
度
公
民

館
ク
ラ
ブ
活
動
の
成
果
発
表
と
し

て
、
「
篠
笛
演
奏
会
」
を
開
催
し

ま
す
。
大
和
魂
と
い
え
ば
桜
と
祭

り
と
民
謡
。
篠
笛
で
奏
で
ま
す
。

篠
笛
の
体
験
講
座
も
あ
り
ま
す
。�

　
ぜ
ひ
、
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。�

▼
と
き
　
３
月
２２
日
贍
午
後
２
時

開
演
（
午
後
１
時
３０
分
開
場
）�

▼
と
こ
ろ
　
南
部
公
民
館
講
堂
　

▼
入
場
料
　
無
料
　
▼
問
合
せ
先

小
原
（
蕁
０９０
・
４
２
６
５
・
４
４

６
３
）�

���

▼
と
き
　
３
月
２９
日
贍
午
後
２
時

〜
（
上
映
時
間
約
４５
分
）
　
▼
と

こ
ろ
　
市
立
図
書
館
２
階
視
聴
覚

室
　
▼
上
映
作
品
　
○
う
っ
か
り

ペ
ネ
ロ
ペ
　
み
ん
な
と
も
だ
ち
編

（
よ
う
ち
え
ん
へ
い
く
　
他
）�

○
ふ
る
さ
と
再
生
　
日
本
の
昔
ば

な
し
（
浦
島
太
郎
　
他
）
　
▼
定

員
　
５０
人
（
当
日
先
着
順
）�

▼
入
場
料
　
無
料
　
▼
問
合
せ
先

市
立
図
書
館
（
蕁
６２
・
６
３
０

０
）�

���

　
楽
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
し

ろ
や
ま
」
を
拠
点
に
、
様
々
な
活

動
を
行
っ
て
い
る
皆
さ
ん
の
発
表

と
交
流
を
中
心
に
催
し
を
企
画
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
来
て
だ
さ
い
。�

▼
と
き
　
３
月
２９
日
贍
正
午
〜
　

▼
と
こ
ろ
　
楽
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
「
し
ろ
や
ま
」
　
▼
内
容

ス
テ
ー
ジ
発
表
、
の
ど
自
慢
大
会
、

各
種
教
室
作
品
展
示
（
陶
芸
・
写

真
・
書
道
・
絵
画
・
編
み
物
な

ど
）
、
模
擬
店
販
売
（
飲
食
・
野

菜
・
花
・
小
物
な
ど
）
、
大
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
、
豚
汁
の
振
る
舞

い
・
綿
菓
子
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
（
数
量
限
定
）
　�

▼
問
合
せ
先
　
楽
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
推
進
協
議
会
　
事
務
局
（
蕁
０８０

・
１
５
５
２
・
１
２
３
４
）�

　犬山の地は、犬山城築城により発展
し、その歴史の中で創られた文化によ
って形成されてきました。�
　からくり人形を載せた１３輌の車山が
壮観な「犬山祭」、雲錦手や赤絵と称
される文様が特徴の「犬山焼」、白く
きめ細やかな土で作られた「土人形」
など、犬山独自のさまざまな文化を紹
介します。�
▼開催期間　３月１８日贓～６月１６日齎�
　　　　　　午前９時～午後５時（最 
　　　　　　終入館午後４時３０分）�
▼料　　金　一般１００円（中学生以下無料）本館・別館（からくり展示館）共通
▼問合せ先　城とまちミュージアム（市文化史料館）�
　　　　　　（蕁・●６２・４８０２）�

中 山 道 鵜 沼 宿 春まつり�中 山 道 鵜 沼 宿 春まつり�
　鵜沼宿一帯を歩行者天国にして開催する「中山道鵜沼宿春まつり」は、復活した木遣音頭の披露をはじ
め、太鼓や篠笛の演奏、地元特産品販売など楽しいイベントが盛りだくさん！ぜひお出かけください。�
▼とき　３月２２日贍 午前１０時～午後３時（雨天決行）　▼ところ　中山道鵜沼宿一帯（各務原市鵜沼西
町１）�

【終日開催 １０：００～１５：００】�
　鵜沼宿パネル展、ご当地グルメ横丁、スタンプラリー、お茶会、「がんどばぼち」販売、まめ本づくり�
【同日開催】　鵜沼宿ファミリーコンサート／交流館 １１：００～１２：００〈予約者優先　詳細は各務原市ブ
　ランド創造課（蕁０５８・３８３・１０４２）〉、中山道鵜沼宿　姫街道ひなまつり／脇本陣 １２：３０～〈十二単
　着装体験整理券配布／町屋館 １２：００～〉、姫街道　ひなまつりフォトコンテスト １３：３０～�
▼問合せ先　各務原市ブランド創造課（蕁０５８・３８３・９９２５）�
※会場周辺は、９：００～１６：００　車両通行止め。�
※名鉄新鵜沼駅、ＪＡぎふ鵜沼支店、犬山城前を発着するシャトルバスを運行。�

●ステージプログラム�
　１０：００　オープニング　太鼓演奏�
　１１：３０　木曽川うかい女性鵜匠による鵜飼実演�
　１２：００　篠笛演奏�
　１２：３０　ご当地ＰＲステージ�
　１３：００　寄　席�
　１４：００　演　歌�

●街道プログラム�
　１０：５０　木遣音頭�
　１１：００　中山道を通った�
　　　　　お姫様たち　�
　１１：５０　太鼓練り歩き�
　１２：３０　紙芝居�
　１３：００　演　歌�
　１３：３０　紙芝居�

■
さ
く
ら
工
房�

　
後
期
教
室
作
品
展�

■
篠
笛
演
奏
会�

■
第
４
回
楽
田
ふ
れ
あ�

　
い
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り�

■
図
書
館
ビ
デ
オ�

　
上
映
会�

�������

　
４
月
か
ら
お
世
話
に
な
り
、
あ

っ
と
い
う
間
に
１
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。�

振
り
返
る
と
、
犬
山
で
は
様
々
な

行
事
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

そ
こ
で
沢
山
の
方
に
出
会
い
、
犬

山
に
つ
い
て
様
々
な
事
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
ま
た
、秋
の
犬
山
祭
で
は
、「
車

山
」
の
手
子
と
し
て
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
と
て
も
貴
重
な
体
験

も
す
る
こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。�

　
犬
山
は
、
犬
山
城
な
ど
の
観
光

地
も
素
晴
ら
し
い
の
で
す
が
、
人

の
優
し
い
と
て
も
素
晴
ら
し
い
街

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
日
南
に
戻
っ

た
ら
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
犬
山
の

魅
力
を
沢
山
の
方
に
伝
え
た
い
と

思
い
ま
す
。�

　
そ
し
て
、
私
自
身
も
こ
の
犬
山

で
得
た
知
識
や
経
験
を
活
か
し
、

日
南
で
も
頑
張
り
ま
す
。�

　
１
年
間
本
当
に
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。�

立山町・日南市との１年の職員交換派遣終了�立山町・日南市との１年の職員交換派遣終了�立山町・日南市との１年の職員交換派遣終了�立山町・日南市との１年の職員交換派遣終了�

《立山町　中西嘉尊さんのコメント》� 《日南市　深田和広さんのコメント》�

市文化史料館　春季企画展�市文化史料館　春季企画展�
「犬山を紡ぐ文化」�

犬山の観光案内�
「日本ラインを中心とする犬山県立公園図絵」部分�

ＦＡＸ�

1415



広報いぬやま　Ｈ２７・３・１５号� 広報いぬやま　Ｈ２７・３・１５号�

平成２７年度 春季市民大会種目別日程一覧表�
事　業　名� 期　　日� 会　　　場� 部　　　　　門� 参 加 料 � 申込期限�代表者会� 備　考�

雨天予備日�
５／９贖�

雨天予備日�
４／２６贍�

１組４００円�
（当日）�

無　料�

一部（一般男子・高校生）�
二部（壮年）�
中学女子　団体・個人�
中学男子　団体・個人�

一般男子ダブルス�
一般女子ダブルス�
中学３年男子・女子�
中学２年男子・女子�

４／５贍�

４／１１贖�

春季市民�
ソフトテニス大会� 山ノ田公園� ３／２９贍�

無　料�小学低学年・中学年�
・高学年�

１人２００円�
（当日）�有段・段外・女子�

４／１９贍�春季市民�
柔道大会�

犬山市武道館�
柔道場�

当日現地�
にて�

１チーム３,０００円�
（当日）�４／１９贍�春季市民�

バレーボール大会� ４／５贍�

雨天決行�１チーム４,０００円�
（体協事務局）�

一般男子Ａ�
一般男子Ｂ（４０才以上）�

４／５贍～�
５／３贇�

春季市民�
サッカー大会� ハグスポ多目的� ３／２９贍�４／１贓�

無　料�小学生の部�
中学生の部�

４／１１贖～�
　　２５贖�

第３６回�
少年軟式野球大会�

木曽川犬山緑地�
野球場� ４／６贐�４／６贐�

雨天予備日�
４／１９贍�

１組１,０００円�
（当日）�

一般・壮年男子ダブルス�
一般・壮年女子ダブルス�４／１２贍�春季市民�

テニス大会� 山ノ田公園� ４／５贍�

１人２００円�
（当日）�

一般男子・女子�
学生男子・女子�４／１２贍�春季市民�

弓道大会� 犬山市弓道場� ４／８贓�

１チーム４,０００円�
（抽選会）�

一般１部（Ａ級・Ｂ級）�
一般２部（Ｃ級・一般）�４／１９贍～�第４５回�

市民軟式野球大会�
木曽川犬山緑地�
野球場� ４／１１贖�４／１１贖�

春季市民�
ソフトボール大会�

無　料�中学生女子�５／１６贖� 山ノ田公園� ４／２５贖� ５／２３贖�
１チーム４,０００円�
（体協事務局）�一般男子�５／２４・３１贍� 山ノ田公園�

エナジーサポート� ５／１０贍�５／１６贖�雨天予備日�６／７贍�
１人２００円�
（当日）�

無　料�
５／１７贍�春季市民�

卓球大会� 犬山市体育館� ５／１０贍�

１人５００円�
（当日）�

（組手）各学年別�
（形）各級・段別�４／２６贍�第１６回�

市民空手道大会� 犬山市武道館� ４／３贔�

４／１９贍�

４／２６贍�

５／２４贍�

１人２００円�
（体協事務局）�

無　料�

無　料�

中学生男子・女子�

一般男子�

一般女子�

小学生男子・女子�

未　定�
春季市民�
バスケットボール�
大会�

犬山中学校�

スキート�

トラップ�

５／５贇�

７／１８贖�

村田機械体育館�

犬山北小学校�

４／３贔�４／１１贖�

５／１５贔�５／１６贖�

犬山市体育館� 一般女子１部・２部�

犬山北小学校� 一般男子�

１人４,５００円　３月２９日贍９：００より受付�
１人２名まで申込可　４０名�一般�４／１９贍�春季市民�

ハイキング� 熊野古道�

１人６００円�
（当日）�

一般男子ダブルス�
１部・２部�
一般女子ダブルス�
１部・２部・３部�

４／１２贍�春季市民�
バドミントン大会� 村田機械体育館� ４／５贍�

春季市民�
クレー射撃大会�

１種目２００円�
（当日）�関国際射撃場� 当日現地�

にて�

ゴールド男子・女子�
シルバー男子・女子�
ブロンズ男子・女子�

１人５００円�
（体協事務局）�５／２３贖�

春季市民�
グラウンド・�
ゴルフ大会�

木曽川犬山緑地�
多目的グラウンド�

雨天予備日�
５／２５贐�５／１贔�

ダブルス団体戦� １人３００円�
（当日）�

ジュニア男子・女子� 無　料�
６／２８贍�

春季市民�
バウンドテニス�
大会�

犬山市武道館�
剣道場� ６／２１贍�

犬山市総合型地域犬山市総合型地域スポーツクラブ　健康　健康スタジオ・アイ�犬山市総合型地域スポーツクラブ　健康スタジオ・アイ�
春から新しいこと始めませんか♪�

入会者随時受付中　心地よい汗をながしましょう！�
▼ところ　清水屋犬山店６階　スタジオ・アイ　▼持ち物　タオル・飲み物・着替え・シューズ�
▼受講料　月４回　２,８００円（初回は１年更新の保険料として１,０００円が必要です）�
　　　　　※有料で体験することができます。�
▼問合せ先　スタジオ・アイ（蕁６３・５１５０）�

※１：記載時間は、退出・着替え等の時間を含みます。�
　☆印の講座はシューズ不要です。　■印は定員となりましたので、募集をしていません。�
　◇印はまもなく定員となります。�

火曜日�時間（※１）�

講師：深浦　愛�
☆リラックス体操�

講師：安田ゆき子�
☆楽しもうフラダンス�

講師：深浦　愛�
にこにこ運動�

講師：深浦　愛�
☆ストレッチ＆フットセラピー�

講師：大塚雅恵�
簡単エアロ�

講師：大塚雅恵�
☆◇ヨガ＆ピラティス�

講師：尾形ゆり�
☆ヘルシーヨガ�

講師：尾形ゆり�
☆ヨガ＆ストレッチ�

講師：竹内裕二�
ストリート　ＫＩＤＳ�

講師：尾形ゆり�
☆ヨガ＆ストレッチ�

講師：竹内裕二�
■子供ダンスユニット�

講師：大塚雅恵�
☆バレトン�

講師：深浦　愛�
にこにこ運動�

講師：竹内裕二�
初めてのダンス�

水曜日� 木曜日� 金曜日�

○楽しもうフラダンス�
○にこにこ運動�
○ストレッチ＆フットセラピー�
○リラックス体操�
○初めてのダンス�
○バレトン�
○簡単エアロ�
○ヨガ＆ピラティス�
○ヨガ＆ストレッチ�
○ヘルシーヨガ�
○ストリートＫＩＤＳ�
○子供ダンスユニット�

フラで元気！フラで笑顔！楽しみながら身体を鍛えて健康維持をしましょう。�
軽い有酸素運動で汗を流しましょう。�
足裏を中心に身体全体をほぐすストレッチです。自然な姿勢と呼吸で身体を整えます。�
緊張をほぐしながら身体を動かします。音楽に合わせない簡単な運動や体操です。�
穏やかに身体をほぐしてから、ゆったりとダンスを楽しみます。�
フィットネス・バレエ・ヨガの動きを組み合わせた裸足で行うエクササイズです。�
エアロビクスの基本的なステップを習得された人対象のクラスです。�
ヨガで呼吸を意識しながらアーサナをとり、ピラティスでは普段使用しない筋肉を動かし鍛えます。�
呼吸を大切にしながら、普段伸ばさない所をゆっくりと伸ばし、身体と心を癒していきます。�
季節によって出てくる悩みを様々なポーズで解消し、心身のコンディションを整えます。�
小学２年生ぐらいまでを対象としたキッズダンスクラスです。�
ダンス初心者から中級者向けのストリートダンスクラスです。�

１０：１５～１１：１５�

１１：１５～１２：１５�

１３：１５～１４：１５�

１４：１５～１５：１５�

１５：１５～１６：１５�

１６：１５～１７：１５�

１７：１５～１８：１５�

◎空き時間のスタジオレンタルもしており�
　ます。詳しくは、問い合わせてください。�

◎空き時間のスタジ�
　オレンタルもして�
　おります。詳しく�
　は、問い合わせて�
　ください。�

��

〜
優
秀
な
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
や
指
導

　
者
を
表
彰
し
ま
す
〜�

▼
対
象
　
市
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
規
程

に
該
当
す
る
優
秀
な
ス
ポ
ー
ツ
マ

ン
や
指
導
者
で
、
市
内
在
住
か
在

勤
・
在
学
の
個
人
ま
た
は
団
体�

▼
表
彰
規
程
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
に
選
手
と
し
て
参
加
。
国
際
的

規
模
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大
会
で
入

賞
。
全
国
大
会
で
３
位
以
内
に
入

賞
な
ど
。�

※
詳
細
な
規
程
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。�

���

▼
表
彰
対
象
期
間
　
平
成
２６
年
４

月
か
ら
平
成
２７
年
３
月
ま
で
の
成

績
・
功
績
　
▼
提
出
方
法
　
４
月

６
日
贐
ま
で
に
所
定
の
用
紙
に
記

入
し
て
、
社
会
教
育
課
（
蕁
４４
・

０
３
５
２
）
へ�

※
所
定
の
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
ま
た
は

社
会
教
育
課
で
配
布
。�

（
h
ttp
://w

w
w
.city.in

u
yam
a.�

aich
i.jp
/m
an
ab
u
/sp
o
rts/�

００４
.h
tm
l）�

■
市
ス
ポ
ー
ツ
表
彰�
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平成平成２７年度　犬山里山学センター事業年度　犬山里山学センター事業�
犬山里山自然学校　受講者募集�
平成２７年度　犬山里山学センター事業�
犬山里山自然学校　受講者募集�

▼申込み　３月３１日齎（必着）までにチラシの申込書、ＦＡＸ、はがき、Ｅメールのどれか１つに　　
①講座名、②郵便番号、③住所、④参加者全員の氏名、⑤電話番号、⑥子どもの年齢を記入し
て、犬山里山学センター（蕁/ＦＡＸ ６５・２１２１　Ｅメールｉｎｕｙａｍａ@ｓａｔｏｙａｍａ-ｇａｋｕ.ｊｐ　
〒４８４―００９４ 塔野地字大畔３６４―２）へ（月曜日を除く午前９時～午後５時）　　　　　　　
※複数講座を申し込む人は、①に希望する全ての講座を記入してください。　　　　　　　　
※申込者全員に可否通知を送付します（４月３日贔発送予定）。　　　　　　　　　　　　　
※チラシは犬山里山学センターにあります。�

▼その他　○受講料は第１回目の講座日に集金します。○応募者多数の場合は抽選とします。○学校行事
と重なる場合がありますので、あらかじめご了承ください。○天候などにより中止または変更
する場合があります。�

教　室　名�主催�
１�
２�
３�
４�
５�
６�

４／２６贍�
５／１７贍�
６／１４贍�
９／２７贍�
１０／１８贍�
１１／８贍�

�

れんげ遊び�
畑づくりとサツマイモの植え付け�
田植え体験�
サツマイモ収穫�
稲刈り（お弁当持参）�
もちつきと芋煮会�

１家族�
１,０００円�

２０�
家族�

１�
２�
３�
４�
５�

４／１２贍�
５／１０贍�
６／２８贍�
７／１２贍�
７／２６贍�

�

昆虫の世界　昆虫採集・標本作り�
�
季節の昆虫　昆虫採集・標本作り�
�
まとめ標本作り�

１家族�
１,０００円�
※各日お弁�
当持参�

１５�
家族�

１�
２�
�
３�
�
４�
５�
６�

４／１９贍�
５／２４贍�

�
８／９贍�

�
�

１０／２５贍�
１２／２０贍�
３／１３贍�

薮を竹林にする手入れ�
タケノコほりで竹林づくり�
流しソーメンと竹材を生かすクラフト�
で国際交流�
森の魅力発見（お弁当持参）�
森の材料でミニ門松づくり�
植樹と里山クッキング（豚汁）�

１人�
１,０００円�
※未就学児�
は無料�

１５�
家族�
（４０人�
　程度）�

回� と　　　き� 内　　　　　　容� 受講料� 定　員�

１０：００～１２：００�

１０：００～１４：００�
１０：００～１３：００�

１０：００～１２：００�
�
�

１０：００～１３：００�
�

１０：００～１５：００�
�

１０：００～１２：００�

１０：００～１５：００�

里の恵み体験教室�

昆虫教室�

森と竹林の教室�

犬
山
里
山
学
研
究
所�

犬
山
市�

広報いぬやま　Ｈ２７・３・１５号� 広報いぬやま　Ｈ２７・３・１５号�

������

　
犬
山
里
山
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、

尾
張
北
部
丘
陵
地
域
の
里
山
を
ま

も
る
活
動
を
一
緒
に
行
う
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
樹
木
剪
定
な
ど
の
技
術

講
習
会
に
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

興
味
が
あ
る
人
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
先
　
犬
山
里
山
学
セ
ン

タ
ー
（
蕁
／
●
６５
・
２
１
２
１
）�

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合

は
翌
日
）
を
除
く
午
前
９
時
〜
午

後
５
時�

　人の手を基本とした苗作り、田植え、田の草取り、
脱穀などの米作りを学び、自然を守り育む農業者を
育成する講座です。収穫したお米は受講生に配分し
ます。     

▼対　象　１８歳以上の人     �
▼定　員　２０人     �
▼受講料　１人４,０００円（第１回目に集金します）�
▼申込み　チラシの申込書、ＦＡＸ、はがき、Ｅメ
ールのどれか１つに①講座名、②郵便番号、③住
所、④氏名、⑤電話番号を記入して、犬山里山学
センター（蕁／●６５・２１２１　Ｅメール ｉｎｕｙａｍａ
@ｓａｔｏｙａｍａ-ｇａｋｕ.ｊｐ　〒４８４―００９４ 塔野地字大
畔３６４―２）へ（月曜日を除く午前９時～午後５
時）�

　※定員に達するまで申込み可。�
　※チラシは犬山里山学センターにあります。�

▼対　象　１８歳以上の人（全日程参加可能で講座修
了後に犬山里山学センターボランティアスタッフ
として登録できる人）�
▼定　員　３０人（応募多数の場合は抽選となります）�
▼受講料　３,０００円（第１回目に集金します）     �
▼申込み　３月３１日齎（必着）までにチラシの申込
書、ＦＡＸ、はがき、Ｅメールのどれか１つに①
講座名、②郵便番号、③住所、④氏名、⑤電話番
号を記入して、犬山里山学センター（蕁／●６５・
２１２１�Ｅメールｉｎｕｙａｍａ@ｓａｔｏｙａｍａ-ｇａｋｕ.ｊｐ
〒４８４―００９４　塔野地字大畔３６４―２）へ（月曜
日を除く午前９時～午後５時）　　　　　　　　
※申込者全員に可否通知を送付します（４月３日
　贔発送予定）。　　　　　　　　　　　　　　
※チラシは犬山里山学センターにあります。�

���������������

　
愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
左
記
の

宿
泊
施
設
（
協
定
保
養
所
）
に
宿

泊
す
る
と
、
１
泊
あ
た
り
利
用
料

金
が
、
加
入
者
１
人
に
つ
き
１
，

０
０
０
円
安
く
な
り
ま
す
（
平
成

２７
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
２８
年
３

月
３１
日
宿
泊
分
ま
で
、
全
保
養
所

合
わ
せ
て
４
回
ま
で
）。�

　
同
窓
会
や
仲
間
で
の
会
合
な
ど
、

お
得
に
利
用
で
き
ま
す
。�

▼
利
用
方
法�

①
協
定
保
養
所
へ
電
話
で
申
し
込

む
（
申
し
込
み
の
際
、
「
愛
知
県

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
で

あ
る
」
と
伝
え
て
く
だ
さ
い
）。�

②
宿
泊
当
日
に
「
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
証
」
を
持
っ
て
行
き
、

宿
泊
施
設
の
窓
口
で
保
険
証
を

（
利
用
２
回
目
以
降
の
人
は
「
利

用
カ
ー
ド
」
も
併
せ
て
）
提
示
す

る
（
保
険
証
の
提
示
が
な
い
場
合

は
、
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）。�

③
通
常
料
金
か
ら
１
，
０
０
０
円

を
差
し
引
い
た
額
で
支
払
い
が
で

き
る
。�

《
初
め
て
助
成
を
利
用
す
る
場

合
》�

　
協
定
保
養
所
か
ら
「
利
用
カ
ー

ド
」
を
１
枚
渡
し
ま
す
（
こ
の
カ

ー
ド
で
利
用
回
数
を
確
認
し
ま
す
。

な
く
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
）。�

▼
問
合
せ
先
　
愛
知
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
　
給
付
課�

（
蕁
０５２
・
９５５
・
１
２
０
５
）�

▼とき・内容 �

※あぜ草刈りや田の草刈りの日常管理は随時。�
※天候などにより日程や時間を変更する場合があります。�

※雨天時は、犬山里山学センターで座学やマップ作りを�
　行います。�

�

▼とき・内容�

農業塾参加者募集 � 平成２７年度 犬山里山自然学校�

「犬山の洞を訪ねる�
　　　～山と里をつなぐ道」�

ボランティアガイド養成講座�

回� と　　き� 内　　　　容�

１�

２�

３�

４�

５�

６�

７�

８�

９�

１０�

４月２６日贍�

５月１７日贍�

６月７日贍�

６月２１日贍�

７月５日贍�

８月２３日贍�

９月１３日贍�

１０月１１日贍�

１１月１日贍�

１１月２９日贍�

苗床作り・もみまき　�

座学「農文化と田んぼの役割」�

実践「田植え」　�

実践「田の草とあぜ草管理」�

座学「田んぼの生き物」と草刈り�

座学「農と里山のつながり」�

竹林整備（ハザ掛け準備）�

稲刈り�

脱　穀�

収穫祭（まとめ）�

９：００�

１５：００�

～
�

回� と　　き� 内　　　　容�

１�

２�

�

�

４�

５�

６�

７�

４月２５日贖�

５月１６日贖�

�

�

７月１１日贖�

９月１２日贖�

１０月１０日贖�

１１月１４日贖�

今井入鹿の庄　桜の里～方丈堂コース�

土須ケ洞～立洞～田口洞コース�

�

�

室内講話「風景ー私の印象」と交流会�

樋ケ洞～栗栖川コース�

善師野北洞～大洞コース�

小野洞～不老滝～国際交流村コース�

１０：００�

１５：００�

～
�

３�６月６日贖�
環境フェア参加健康ウォーキング�
「自然と歴史の十字路」展�

ＦＡＸ�

ＦＡＸ�

後期高齢者医療加入者に�
協定保養所利用料を助成�
後期高齢者医療加入者に�
協定保養所利用料を助成�
～あたたかな春、保養所で�
　のんびり過ごしてみませんか～�

協　定　保　養　所　名�

東浦町�

田原市�

蒲郡市�

豊田市�

犬山市�

桑名市�

あいち健康の森プラザホテル�

シーサイド伊良湖�

サンヒルズ三河湾�

豊田市　百年草�

レイクサイド入鹿�

名古屋市休養温泉ホーム 松ヶ島�

０５６２・８２・０２１１�

０５３１・３５・１１５１�

０５３３・６８・４６９６�

０５６５・６２・０１００�

６７・３８１１�

０５９４・４２・３３３０�

電 話 番 号�

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

　
ス
タ
ッ
フ
募
集 �

ＦＡＸ�

　緑の季節に里山を歩き、国際交流村でレクゲームを楽しみ、お友達や
家族と一緒に楽しいひと時を過ごしましょう！�
▼と　き　４月２６日贍�
　　　　　午前１０時～１０時３０分受付、午後２時解散（少雨決行）　�
▼内　容　名鉄富岡前駅（犬山駅から１つ目）北口集合受付スタート～

ひばりヶ丘公園～犬山国際交流村～犬山遊園駅ゴール　　　
（約４.５㎞）�

▼対　象　どなたでも　▼定　員　３００人　�
▼参加料　小学生以上１人３００円（未就学児は無料）　　　　　　　　

※小学４年生以下の参加は保護者の付き添いが必要です。�
▼持ち物　参加受付票、弁当、お茶、ウォーキングに適した服装�
▼申込み　４月２０日贐（必着）までに所定の申込書に必要事項を記入

して、ＦＡＸか郵送（●６２・１６３１、〒４８４―００８５　犬山字
西古券２７５－２　犬山市レクリエーション指導者クラブ事務
局　松山清子宛）　�

▼問合せ先　別府良助（蕁０９０・５６１９・３０５１）�
※申込書は市役所、福祉会館、市体育館、体育センター、しみんてい、
楽田ふれあいセンター、図書館本館などにあります。�

今年もやってきました！ さわやかウォーキング ｉｎ 犬山�今年もやってきました！ さわやかウォーキング ｉｎ 犬山�今年もやってきました！ さわやかウォーキング ｉｎ 犬山�

ＦＡＸ�
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犬
山
市
「
健
康
市
民
づ
く
り
」
宣
言�

と　　き�相　　談� 内　　容� 対象� 担　　　　当�

１３：３０～１４：３０�
１３：３０～１４：３０�

７日齎�
１５日贓�

①いきいき�
　健康相談�

心と体に関する相談�
や家族の健康に関す�
る相談など�

保健師・看護師�

１３：３０～１４：３０�７日齎�
②歯科衛生士�
　による�
　歯科相談�

歯科に関する相談� 歯科衛生士�

１３：３０～１４：３０�１５日贓�
③栄養士�
　による�
　栄養相談�

栄養に関する相談� 管理栄養士�

１３：３０～１５：００�１５日贓�
④おくすり�
　なんでも�
　相談�

薬に関する相談� 犬山薬局　薬剤師�
江畑容子�

１０：００～１５：００�１１日贖�⑤アルコール�
　相談�

飲酒に関する悩み�
相談� 断酒会会員�

問合せ先　市民健康館さら・さくら�

ど
　
　
な
　
　
た
　
　
で
　
　
も�

市民健康館さら・さくら 各種相談ガイド� 4月
�

������������

　
毎
月
、
市
民
健
康
館
に
お
い
て

無
料
・
予
約
不
要
で
、
市
内
の
医

師
に
気
軽
に
相
談
で
き
る
健
康
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。�

▼
と
き
　
３
月
２７
日
贔
午
後
１
時

３０
分
〜
３
時
　
▼
と
こ
ろ
　
市
民

健
康
館
　
医
療
相
談
室
　
▼
医
師

さ
と
し
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
師

山
崎
　
哲
　
▼
定
員
　
な
し
（
当

日
先
着
順
）
　
▼
問
合
せ
先
　
市

民
健
康
館
さ
ら
・
さ
く
ら�

���
▼
と
き
　
毎
週
火
曜
日
（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）
受
付
時
間
＝

午
前
９
時
〜
９
時
１５
分
（
こ
の
後

約
１
時
間
の
説
明
あ
り
）
　
▼
持

ち
物
　
妊
娠
届
出
書
　
▼
と
こ

ろ
・
問
合
せ
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー�

※
説
明
会
に
参
加
で
き
な
い
人
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。�

　外出をすることは「こころとカラダ」両面にとても効果があります。人との語らい、適度な緊張感と
ワクワク感、足腰を使うこと…などなど。ついでに、ちょこっと健康知識を学んでみませんか。�
　犬山市民の健診結果に多い生活習慣病の傾向と、その改善対策をワンポイント紹介します。この機会
に健康に関する相談・ご意見もお寄せください。�
　日頃からバスを利用している皆さんも、まだ乗ったことのない方々も、ぜひこの機会にコミュニティ
バスを利用してお出かけください。�

����

　
市
で
は
、
市
内
で
新
た
に
住
宅

用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置

さ
れ
る
人
に
、
補
助
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。�

▼
対
象
（
次
の
す
べ
て
の
要
件
を

満
た
す
人
）
　
①
自
己
の
居
住
す

る
市
内
の
住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人
か
、
自
ら

が
居
住
す
る
た
め
に
シ
ス
テ
ム
付

き
の
住
宅
を
市
内
に
購
入
す
る
人

②
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
工

事
が
未
着
工
の
人
　
③
平
成
２８
年

３
月
２５
日
贔
ま
で
に
設
置
が
完
了

し
、
実
績
報
告
書
の
提
出
が
可
能

な
人
　
④
過
去
に
こ
の
補
助
金
の

交
付
を
受
け
て
い
な
い
人
　
⑤
市

税
の
滞
納
が
な
い
人�

▼
補
助
額
　
１
ｋ
ｗ
あ
た
り
１
万

円
、
最
大
４
ｋ
ｗ
４
万
円
ま
で
　

▼
対
象
件
数
　
２
０
０
件
（
予

定
）
　
▼
申
込
み
　
４
月
１
日
贓

午
前
９
時
か
ら
申
請
書
に
必
要
書

類
を
添
付
し
、
公
園
緑
地
課
（
蕁

４４
・
０
３
４
５
）
へ
（
郵
送
不

可
）�

※
必
要
書
類
、
要
綱
に
つ
い
て
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
可
。
な
お
、
昨
年
度
か
ら
要

綱
及
び
様
式
を
改
正
し
ま
し
た
の

で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼料　　金　コミュニティバス乗車賃（１日２００円乗り放題）�
▼申 込 み　不要�
▼問合せ先　市民健康館、秘書企画課（蕁４４・０３１２）�

３月２０日贔�
バス停名�

市民健康館�
犬山病院�
杉�
前原老人憩の家西�
前原�
桜坪�
日の出東公園�
日の出中�
犬山ニュータウン�
総合犬山中央病院�
五郎丸北�
橋爪西浦�
橋爪巾屋敷�
中山町�
松本町�
犬山駅東口　着�
犬山駅東口　発�
松本町�
富岡新町�
塔野地北�
塔野地西�
浦屋敷�
犬山病院�
市民健康館�

９：１５�
９：１７�
９：１８�
９：１９�
９：２０�
９：２１�
９：２２�
９：２３�
９：２５�
９：２６�
９：２８�
９：２９�
９：３０�
９：３３�
９：３５�
９：３８�
９：４３�
９：４５�
９：４６�
９：４７�
９：４９�
９：５１�
９：５３�
９：５６�

１１：１０�
１１：１２�
１１：１３�
１１：１４�
１１：１５�
１１：１６�
１１：１７�
１１：１８�
１１：２０�
１１：２１�
１１：２３�
１１：２４�
１１：２５�
１１：２８�
１１：３０�
１１：３３�
１１：３８�
１１：４０�
１１：４１�
１１：４２�
１１：４４�
１１：４６�
１１：４８�
１１：５１�

１便� ２便�

今
井
・
前
原
線�

善
師
野
線�

３月２４日齎�
バス停名�

野外活動センター�
桃太郎公園�
寂光院�
継鹿尾�
ふれんど�
サンパーク犬山�
北別祖�
南別祖�
富岡新町�
松本町�
犬山駅東口着�
犬山駅東口発�
松本町�
富岡新町�
塔野地北�
兼清�
犬山ニュータウン東�
犬山ニュータウン�
総合犬山中央病院�

９：１３�
９：１３�
９：１５�
９：１７�
９：１８�
９：２０�
９：２０�
９：２１�
９：２２�
９：２３�
９：２５�
９：２８�
９：３０�
９：３１�
９：３２�
９：３４�
９：３４�
９：３５�
９：３７�

稲葉�
市民文化会館�
羽黒駅西�
蝉屋�
下蝉屋�
羽黒成海�
羽黒寺海道�
米野東�
椿台団地�
南椿台団地�
勤労青少年ホーム�

９：３９�
９：４０�
９：４２�
９：４４�
９：４５�
９：４６�
９：４７�
９：４８�
９：５０�
９：５１�
９：５２�

１便�

栗
　
　
　
　
栖
　
　
　
　
線�

楽
田
西
部
線�

バス停名�
勤労青少年ホーム�
南椿台団地�
椿台団地�
米野東�
羽黒寺海道�
羽黒成海�
下蝉屋�
蝉屋�
羽黒駅西�
市民文化会館�
稲葉�

１０：０２�
１０：０３�
１０：０４�
１０：０５�
１０：０６�
１０：０７�
１０：０８�
１０：０９�
１０：１１�
１０：１３�
１０：１３�

総合犬山中央病院�
犬山ニュータウン�
犬山ニュータウン東�
兼清�
塔野地北�
富岡新町�
松本町�
犬山駅東口発�
犬山駅東口着�
松本町�
富岡新町�
南別祖�
北別祖�
サンパーク犬山�
ふれんど�
継鹿尾�
寂光院�
桃太郎公園�
野外活動センター�

１０：１６�
１０：１７�
１０：１８�
１０：１８�
１０：２０�
１０：２１�
１０：２２�
１０：２４�
１０：２９�
１０：３１�
１０：３２�
１０：３３�
１０：３４�
１０：３４�
１０：３６�
１０：３７�
１０：３９�
１０：４１�
１０：４２�

１便�

楽
田
西
部
線�

栗
　
　
　
　
栖
　
　
　
　
線�

▼実施日時・路線　下表のとおり�

市�康�健� 民�コ�ー�ナ�ー�

市�康�健� 民�コ�ー�ナ�ー�

市�康�健� 民�コ�ー�ナ�ー� 蜷市民健康館さら・さくら（蕁６３・３８００）（ＦＡＸ６５・３０８０）贖・贍・贇を除く午前８時３０分～午後５時�
蜷保　健　セ　ン　タ　ー（蕁６１・１１７６）（ＦＡＸ６１・１７６９）�

市�康�健� 民�コ�ー�ナ�ー�

【
十
の
実
践
】
① 

ち
ょ
こ
っ
と
歩
こ
う
・
適
度
な
運
動
を
し
よ
う�

「走る　健康バス」�
～コミュニティバス車内での健康教室を開催します～�

「走る　健康バス」�
～コミュニティバス車内での健康教室を開催します～�

■
平
成
２７
年
度
住
宅
用�

　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム�

　
設
置
費
補
助
金�

������������

　
現
在
、
様
々
な
動
物
が
存
在
し
、

そ
れ
ら
は
様
々
な
歯
の
形
、
数
を

持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ

ら
の
動
物
の
ご
先
祖
様
を
遡
っ
て

い
く
と
、
一
つ
の
歯
の
形
、
数
に

た
ど
り
着
き
ま
す
。�

　
人
は
、
永
久
歯
が
親
知
ら
ず
を

入
れ
ず
に
２８
本
あ
り
ま
す
が
、
人

の
先
祖
は
、
歯
が
全
部
で
４４
本
あ

り
ま
し
た
。
人
の
先
祖
が
生
活
を

し
て
い
く
と
こ
ろ
を
広
げ
て
、
適

応
し
て
い
く
う
ち
に
、
生
き
物
の

種
類
が
増
え
て
い
き
、
そ
の
食
べ

る
も
の
に
あ
っ
た
歯
の
形
や
数
を

獲
得
し
て
い
く
こ
と
で
、
今
の
い

ろ
い
ろ
な
生
き
物
が
い
る
わ
け
で

す
。�

　
実
は
こ
の
進
化
の
流
れ
は
今
も

少
し
ず
つ
で
す
が
、
ゆ
っ
く
り
と

確
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。
現
代
人

で
は
親
知
ら
ず
が
初
め
か
ら
無
い

と
い
う
人
が
い
ま
す
が
、
こ
の
歯

の
数
の
変
化
が
、
ヒ
ト
が
ま
だ
進

化
の
途
上
に
い
る
と
い
う
証
拠
の

一
つ
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。�

　
今
の
私
達
の
歯
の
形
、
数
は
、

膨
大
な
時
間
を
経
た
う
え
で
決
ま

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
食

べ
物
を
咬
み
切
る
前
歯
、
物
を
咬

み
砕
き
、
す
り
潰
す
奥
歯
を
獲
得

し
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
味
わ
う
事

が
で
き
る
の
で
、
そ
の
喜
び
や
楽

し
み
を
存
分
に
、
長
く
楽
し
め
た

ら
と
思
い
ま
す
。�

　
動
物
の
歯
の
観
察
は
水
族
館
、

動
物
園
へ
、
人
の
歯
に
つ
い
て
は

お
近
く
の
歯
科
医
院
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。�

■
健
康
な
ん
で
も
相
談�
■
母
子
健
康
手
帳�

　
交
付
と
説
明
会�

は
ち
ま
る
く
ん
だ
よ
り�

〜
犬
山
扶
桑
歯
科
医
師
会
〜�

8
0
2
0
か
ら�

　
　
　
　
人
の
歯
③�
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���
　
３
月
３１
日
か
ら
橋
爪
・
五
郎
丸

地
区
の
一
部
で
公
共
下
水
道
が
使

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。�

　
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
地

区
の
人
が
、
下
水
道
へ
の
接
続
工

事
を
す
る
こ
と
で
、
そ
の
地
域
が

衛
生
的
で
快
適
な
生
活
環
境
と
な

り
、
河
川
等
の
水
質
汚
濁
を
防
止

す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
の
で
、

１
日
も
早
く
下
水
道
へ
の
接
続
工

事
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
（
第

１
名
犬
ハ
イ
ツ
の
集
中
浄
化
槽
を

お
使
い
の
人
は
既
に
下
水
道
に
接

続
済
）�

　
ま
た
、
下
水
道
整
備
に
合
わ
せ

て
、
順
次
「
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
」
の
納
付
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
平
成
２７
年
度
は
、
別
図

区
域
に
つ
い
て
受
益
者
負
担
金
を

納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
美
し
い
自
然
を
守
り
、
快

適
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。�

〈
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
と
は
〉�

　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
は
、

環
境
衛
生
や
土
地
の
利
便
性
が
向

上
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
土
地
の
利

便
性
の
向
上
な
ど
の
利
益
を
直
接

受
け
る
、
土
地
の
所
有
者
ま
た
は

そ
の
権
利
者
に
、
下
水
道
建
設
費

の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
の

が
受
益
者
負
担
金
制
度
で
す
。
道

路
、
河
川
な
ど
を
除
く
す
べ
て
の

土
地
が
対
象
と
な
り
、
土
地
の
面

積
に
応
じ
て
受
益
者
（
所
有
者
ま

た
は
権
利
者
）
に
納
付
い
た
だ
き

ま
す
。
な
お
、
受
益
者
負
担
金
は

そ
の
土
地
に
対
し
て
一
度
限
り
の

も
の
で
す
。�

▼
計
算
方
法�

　
受
益
者
負
担
金
の
総
額
＝
土
地

の
面
積
（
㎡
）
×
単
位
負
担
金
額

（
円
）�

※
単
位
負
担
金
額
…
土
地
１
平
方

メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
負
担
金
額
。�

○
橋
爪
・
五
郎
丸
地
区
（
犬
山
第

４
負
担
区
）
＝
５
０
０
円�

▼
納
付
方
法�

①
分
割
納
付�

　
負
担
金
総
額
を
５
年
に
分
割
し
、

さ
ら
に
１
年
を
４
回
の
納
期
に
分

け
て
計
２０
回
で
納
め
る
方
法
。�

②
一
括
納
付�

　
負
担
金
総
額
か
１
年
分
を
ま
と

め
て
納
め
る
方
法
で
、
こ
の
場
合

に
つ
い
て
は
、
最
高
で
約
１６
％
の

前
納
報
奨
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。�

〈
接
続
工
事
費
用
の
融
資
の
あ
っ

せ
ん
及
び
利
子
補
給
〉
　
　
　
　

　
下
水
道
へ
の
接
続
を
伴
う
工
事

で
、
浄
化
槽
を
廃
止
す
る
場
合
や

汲
み
取
り
便
所
を
水
洗
化
に
改
造

す
る
場
合
に
対
し
、
皆
さ
ん
の
負

担
を
少
し
で
も
軽
く
す
る
よ
う
、

市
で
は
改
造
資
金
の
融
資
あ
っ
せ

ん
（
利
子
を
市
が
負
担
）
を
行
っ

て
い
ま
す
。
多
額
の
工
事
費
を
一

括
で
支
払
う
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
、
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
分
割
払
い
が
で
き
ま
す
の
で
、

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　

▼
問
合
せ
先
　
下
水
道
課�

（
蕁
４４
・
０
３
３
７
）�

　
「
グ
ラ
ス
に
半
分
入
っ
て
い
る

か
半
分
な
く
な
っ
て
い
る
か
」
と

い
う
表
現
は
ド
イ
ツ
で
よ
く
使
わ

れ
て
い
る
言
い
回
し
で
す
。
グ
ラ

ス
に
水
が
半
分
入
っ
て
い
る
と
捉

え
る
の
か
、
そ
れ
と
も
半
分
な
く

な
っ
て
い
る
と
捉
え
る
の
か
。
そ

れ
に
よ
っ
て
そ
の
人
の
性
格
を
映

し
出
す
と
言
わ
れ
て
お
り
、
半
分

満
た
さ
れ
て
い
る
状
態
も
半
分
空

っ
ぽ
の
状
態
も
全
く
同
じ
状
況
で

す
が
、
受
け
取
り
方
ひ
と
つ
で
性

格
が
楽
観
的
ま
た
は
悲
観
的
で
あ

る
か
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。�

　
私
自
身
は
基
本
的
に
前
向
き
な

性
格
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
落
ち

込
ん
だ
時
や
苦
し
い
時
、
事
実
を

受
け
入
れ
な
が
ら
何
か
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
こ
と
を
見
つ
け
よ
う
と
し
ま

す
。
例
え
ば
外
国
人
と
し
て
差
別

を
受
け
た
ら
、
「
外
国
人
に
対
し

て
差
別
的
な
言
動
が
あ
る
時
点
で
、

国
際
交
流
員
に
は
ま
だ
ま
だ
や
る

こ
と
が
山
積
し
て
い
る
で
し
ょ
！
」

と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
た
り
、
他

人
の
行
動
に
イ
ラ
イ
ラ
す
る
場
合

は
そ
の
人
の
長
所
を
探
し
て
視
点

を
変
え
る
努
力
を
し
ま
す
。�

　
物
事
を
前
向
き
に
捉
え
る
よ
う

に
な
る
と
、
自
ず
と
活
力
が
沸
き

人
生
が
よ
り
楽
に
な
る
は
ず
で
す
。

ド
イ
ツ
人
の
場
合
は
不
満
を
感
じ

る
と
す
ぐ
に
愚
痴
を
吐
き
出
す
人

が
多
い
の
で
す
が
、
逆
に
「
頑
張

れ
」
や
「
く
じ
け
る
な
」
な
ど
の

前
向
き
な
言
葉
に
溢
れ
て
い
る
日

本
社
会
が
持
つ
姿
勢
は
、
私
の
考

え
方
や
生
き
方
に
合
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。�

　
し
か
し
、
日
本
は
「
楽
観
主

義
」
の
人
間
が
多
数
派
を
占
め
て

い
る
の
で
は
な
く
、
日
本
人
に
は

努
力
を
美
徳
と
し
苦
難
を
乗
り
越

え
る
こ
と
に
人
間
の
最
大
の
価
値

を
見
出
す
人
が
多
く
い
る
の
で
は

な
い
か
と
最
近
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
つ
ま
り
グ
ラ
ス
に
水
が

半
分
入
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い

う
捉
え
方
の
問
題
で
は
な
く
、
グ

ラ
ス
の
底
に
水
が
１
／
３
し
か
な

い
時
も
グ
ラ
ス
に
水
が
半
分
以
上

溜
ま
る
ま
で
は
（
充
実
し
た
人
生

を
送
る
た
め
に
は
）
、
日
々
の
我

慢
と
絶
え
間
な
い
努
力
が
必
要
な

の
だ
と
考
え
る
傾
向
に
あ
る
よ
う

で
す
。�

　
も
ち
ろ
ん
目
標
に
向
か
っ
て
努

力
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
つ
も
り

は
毛
頭
あ
り
ま
せ
ん
。
真
の
幸
福

に
向
か
っ
て
努
力
し
て
い
る
な
ら
、

努
力
そ
の
も
の
か
ら
充
実
感
を
得

ら
れ
る
は
ず
で
す
。
た
だ
し
、
時

間
と
い
う
も
の
は
た
だ
流
れ
去
る

も
の
で
は
な
く
積
み
重
な
っ
て
い

く
も
の
で
す
か
ら
、
現
在
と
い
う

土
台
が
し
っ
か
り
し
て
い
な
け
れ

ば
、
そ
れ
以
上
の
幸
福
を
築
く
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
い
つ
も
不
満

を
感
じ
て
い
る
よ
う
な
人
生
で
あ

れ
ば
、
ど
れ
だ
け
我
慢
し
て
も
喜

び
を
得
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
本
で
は
苦
難
を
乗
り
越
え
た
人

は
優
れ
た
人
物
と
し
て
称
賛
さ
れ

る
一
方
で
、
苦
難
を
回
避
し
異
な

る
方
向
性
を
見
出
し
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
す
人
に
は
否
定
的
な
考

え
方
が
多
い
の
も
事
実
で
し
ょ
う
。�

　
失
敗
の
連
続
で
不
安
定
な
状
況

に
い
る
と
気
分
が
落
ち
込
み
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
思
考
が
多
く
な
り
、
日

常
の
小
さ
な
出
来
事
を
「
些
細
な

こ
と
」
と
し
て
流
せ
な
く
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
時
す
ぐ
に
ド
イ
ツ
風
に
愚

痴
を
こ
ぼ
し
た
り
、
日
本
風
に
状

況
を
省
み
る
こ
と
な
く
冬
の
環
境

に
耐
え
て
春
を
待
つ
の
は
自
分
が

で
き
る
こ
と
か
ら
逃
げ
る
こ
と
で

す
。
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
後

は
、
事
実
を
正
確
に
把
握
し
た
上

で
「
厳
し
い
冬
が
来
た
と
い
う
こ

と
は
、
暖
か
い
春
が
目
の
前
ま
で

来
て
い
る
！
」
と
自
ら
を
鼓
舞
し
、

必
要
な
方
向
性
を
確
認
す
る
の
が

真
の
楽
観
的
な
生
き
方
で
し
ょ
う
。�

���

　
市
で
は
、
高
齢
者
一
人
ひ
と
り

の
状
況
を
把
握
し
、
高
齢
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
適
切
に
提
供
す

る
た
め
に
、
民
生
委
員
に
よ
る
高

齢
者
世
帯
訪
問
を
行
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
訪
問
時
の
状
況
を
も
と

に
、
各
地
区
の
高
齢
者
あ
ん
し
ん

相
談
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
訪
問
も
実

施
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

▼
訪
問
期
間
　
３
月
中
旬
か
ら�

▼
対
象
　
平
成
２７
年
度
新
た
に
６５

歳
に
な
る
人
を
含
む
市
内
在
住
の

６５
歳
以
上
（
昭
和
２６
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
の
高
齢
者

が
住
む
世
帯
　
▼
問
合
せ
先
　
長

寿
社
会
課
（
蕁
４４
・
０
３
２
５
）�

■
６５
歳
以
上
の
高
齢
者�

　
世
帯
訪
問
を
実
施�

冬
来
り
な
ば�

　
　
春
遠
か
ら
じ�

１９�

【融資のあっせん額】�

※ただし、供用開始から３年以内に改造工事をする人が対象と�
　なります。�

汲み取り便所を水洗�
便所に改造する工事�

６０万円まで（ただし、便槽が１箇�
所増すごとに２０万円を加算する）�

浄化槽を廃止する�
工事�

４０万円まで（ただし、浄化槽が１�
箇所増すごとに２０万円を加算する）�

地産団地�

第１名犬ハイツ�

■
下
水
道
に
接
続�

　
で
き
ま
す
！�

▼試験日程　下表のとおり�
▼試験会場　名古屋市内（試験会場は各回の受験案内書で発表）�
▼願書の提出先　譛消防試験研究センター愛知県支部�
　〒４６１－０００１名古屋市中区三の丸３―２―１�
　愛知県東大手庁舎６階（蕁０５２・９６２・１５０３）　�
　※電子申請が可能になりました。詳しくはホームページ�
　　（ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｓｈｏｕｂｏ-ｓｈｉｋｅｎ.ｏｒ.ｊｐ）を見てください。�
▼問合せ先　消防本部　予防防災課　指導担当（蕁６５・３１２３）�
※受験願書は、公示日以降、消防本部と各消防出張所で配布します。�

平成２７年度 危険物取扱者試験前期予定表�

軽四自動車やバイクなどの廃車、名義変更の手続きは済みましたか？�

種　　　　　　別�
原動機付自転車（～１２５㏄）�
小型特殊自動車（農耕作業用を含む）�

市役所税務課庶務グループ�
（蕁４４・０３１５）�
愛知県軽自動車協会小牧分室�
（蕁４３・１４０６）　�
愛知運輸支局小牧自動車検査登録事務所�
（蕁０５０・５５４０・２０４８）�
軽自動車検査協会小牧支所�
（蕁０５０・３８１６・１７７３）�

軽二輪（１２６㏄～２５０㏄）�

二輪の小型自動車（２５１㏄～）�

軽自動車四輪・軽自動車三輪�

手　続　き　場　所�

�

　軽四自動車・バイクなどを売ったり廃棄処分をした場合は、速やかに手続
きをしてください。�
　手続きが済んでいないと軽自動車税がそのまま課税されたり、事故の損害
賠償義務を負わされる場合があります。また、手続きを他の人に依頼した場
合は、手続きが終わっているか確かめてください。�
★軽自動車税は、４月１日現在の所有者に課税されます。月割りの制度はあ
　りませんので年度の途中で所有者でなくなった場合でも税金は戻りません。�
★盗難などにあって、実際には所有していなくても、手続きが済んでいない
　と税金がかかりますので、速やかに手続きをしてください。�
★他市町村から転入したときは、ナンバープレートの変更などの手続きが必
　要です。�

※手続きに必要なものは、「手続き場所」に問い合わせてください。�
▼問合せ先　税務課庶務グループ（蕁４４・０３１５）�

【車種別手続き場所】�

【危険物取扱者試験日程】�

（注）試験日は会場の都合で変更する場合もあります。�

名古屋工学�
院専門学校�

願　書　受　付�

電子申請� 書面申請�
区　分�試 験 日� 種　類� 公 示 日� 試験地�

４月６日贐�

４月１０日贔�
　９：００～�
４月１９日贍�
　１７：００�

４月１３日贐�
�
４月２２日贓�

～
�

５月１８日贐�

５月２９日贔�
　９：００～�
６月７日贍�
　１７：００�

６月１日贐�
�
６月１０日贓�

～
�

名城大学�
天白キャンパス�第１回�５月３１日贍� 全種類�

第２回�６月１４日贍�甲種�乙種第４類�

第３回�７月５日贍�
乙種第１・２�
・３・５・６類�
丙種�

第４回�７月１２日贍�乙種第４類�
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【市民文化会館】蕁６７・２４１１　【南部公民館】蕁６８・０８３４�

日�曜� 催　し　物� 会　場� 入場料� 問合せ先�時間�

８　贓�

Ｂブリッジズ�
（ビアンキ事�
　務所内）�
蕁６２・６０１６�
メール�
ｍａｉｌ@ｂｉａｎｃｈｉ�
-ｉｎｕｙａｍａ.ｃｏｍ�
ビアンキ恵子�

ＮＹブルックリンから�
ザバーリアン高校�
ジャズバンド＆コーラス�
Ｗｉｔｈ 三味線（寿々木会�
・ひとつばたご）�

無　料�市民文化会�
館大ホール�

開場１８：００�
開演１８：３０�

１９　贍�
土谷�
蕁０９０・�
１２８１・１２０２�

第１０回�
健やか歌謡教室発表会�
春の歌まつり�
（※先着１００人に粗品進呈。�
　　抽選会あり）�

無　料�南部公民館�
講堂�

開場９：００�
開演９：３０�

※都合により、開場・開演時間が変更になることがあります。�

●平日窓口延長�
毎月第1・第3火曜日�
（3／17・4／7・4／21）�
午後７時まで�
※市民課窓口で住民票・戸籍・印鑑登録・�
　印鑑登録証明書の発行、転入届・転出届�
　の受付を行っています。�

●日曜市役所�
毎月第2・第4日曜日�
（3／22・4／12・4／26）�
午前９時～正午�
※市民課窓口で住民票・戸籍・�
　印鑑登録・印鑑登録証明書の�
　発行を行っています。�

●休日納税窓口�
毎月第2・第4日曜日�
（3／22・4／12・4／26）�
午前９時～正午�
※収納課窓口で市税の納付や�
　相談・納税証明の発行を行�
　っています。�

催し物�
ガイド�

EVENT GUIDE

4月�4月�

広報いぬやま　Ｈ２７・３・１５号� 広報いぬやま　Ｈ２７・３・１５号�

����

　
生
活
環
境
部
地
域
活
動
推
進
課

が
、
４
月
１
日
よ
り
犬
山
国
際
観

光
セ
ン
タ
ー
か
ら
市
役
所
本
庁
舎

３
階
へ
移
転
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴

い
、
犬
山
市
観
光
協
会
が
、
市
役

所
本
庁
舎
か
ら
犬
山
国
際
観
光
セ

ン
タ
ー
へ
移
転
し
ま
す
。�

��������������

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
明

細
に
、
覚
え
の
な
い
８
万
円
の
請

求
が
あ
っ
た
。
調
べ
て
み
る
と
、

自
分
が
以
前
使
用
し
て
い
た
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
、
子
ど
も

が
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で
遊
び
、

ゲ
ー
ム
内
の
ア
イ
テ
ム
を
購
入
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
自
宅

の
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
経
由
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
線
に
つ
な
が
り
、
登
録

し
て
あ
っ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

番
号
だ
け
で
決
済
で
き
た
よ
う
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
３０
代
男
性
）�

�

ア
ド
バ
イ
ス
　�

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
以
下
ス
マ

ホ
）
は
通
信
契
約
を
解
約
し
た
後

も
、
自
宅
や
飲
食
店
の
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
環
境
な
ど
を
経
由
し
て
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。�

　
使
っ
て
い
な
い
ス
マ
ホ
で
も
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
と

簡
単
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済

で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
が
予
測
で
き
な
い
パ
ス
ワ
ー
ド

を
設
定
す
る
な
ど
、
対
策
を
講
じ

ま
し
ょ
う
。�

　
子
ど
も
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ

ー
ム
の
ト
ラ
ブ
ル
は
低
年
齢
化
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
は
親
の
想
像

以
上
に
簡
単
に
ス
マ
ホ
を
操
作
で

き
る
も
の
で
す
。
親
子
で
使
い
方

の
ル
ー
ル
を
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

困
っ
た
ら
早
め
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。�

�

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
無
料
相
談
は

こ
ち
ら
へ�

○
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
市
消

費
生
活
相
談
…
毎
週
月
・
木
曜
日

午
後
１
時
〜
５
時
（
市
役
所
１
階

相
談
室
　
蕁
４４
・
０
３
４
０
）�

※
祝
日
は
休
み�

○
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
県
消

費
生
活
相
談
…
月
〜
金
曜
日
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
３０
分
（
尾
張
県

民
生
活
プ
ラ
ザ
　
蕁
０
５
８
６
・

７１
・
０
９
９
９
）
※
祝
日
は
休
み�

○
弁
護
士
に
よ
る
消
費
生
活
法
律

相
談
…
毎
月
第
４
火
曜
日
午
後
１

時
〜
４
時
（
市
役
所
１
階
相
談
室

要
予
約
…
商
工
企
業
振
興
課
　
蕁

４４
・
０
３
４
０
）�

※
消
費
者
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
消
費
者
の
皆
さ
ん
へ
注
意
喚
起

等
の
情
報
が
あ
り
ま
す
。
興
味
の

あ
る
人
は
こ
ち
ら
へ
。

（http://w
w
w
.caa.go.jp/

）�

●
２
０
１
４
年
度
健
康
ウ
ォ
ー
ク�

　
は
ぐ
ろ
「
名
所
・
史
跡
巡
り
」�

▼
と
き
　
３
月
２１
日
贇
午
前
１０
時

〜
正
午
（
雨
天
中
止
）
　
▼
集
合

場
所
　
午
前
９
時
３０
分
に
小
弓
の

庄
　
▼
コ
ー
ス
　
興
禅
寺
、
羽
黒

城
址
、
鳴
海
て
が
し
神
社
な
ど
を

経
由
で
４
㎞
ほ
ど
　
▼
定
員
　
先

着
４０
人
　
▼
参
加
料
　
無
料�

▼
申
込
み
　
３
月
１９
日
賍
ま
で
に

市
役
所
羽
黒
出
張
所
（
蕁
６７
・
０

０
０
４
）
へ�

※
ケ
ガ
な
ど
の
保
障
は
羽
黒
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

当
日
の
安
全
管
理
は
自
己
責
任
に

て
、
お
願
い
し
ま
す
。�

●
フ
ラ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ

　
ー
募
集
（
フ
ラ
オ
ケ
オ
ナ
）�

　
気
軽
に
見
学
・
体
験
し
に
来
て

く
だ
さ
い
。�

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
月
曜
日
＝
午

前
９
時
３０
分
〜
１１
時
・
楽
田
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
、
金
曜
日
＝
午
後

７
時
〜
８
時
３０
分
・
楽
田
地
区
学

習
等
供
用
施
設
　
▼
講
師
　
藤
田

志
津
子
さ
ん
　
▼
問
合
せ
先
　
岩

井
（
蕁
６１
・
１
８
２
１
）�

●
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
Ｐ
Ｗ
）

　
体
験
会
　
〜
肩
・
腰
・
膝
が
悪

　
く
て
も
歩
き
た
い
人
へ
〜
　�

▼
と
き
　
３
月
２２
日
贍
、
４
月
５

日
贍
午
前
８
時
１５
分
〜
１０
時
　�

▼
と
こ
ろ
　
犬
山
木
曽
川
緑
地
　

▼
参
加
料
　
１
，
０
０
０
円�

▼
持
ち
物
　
帽
子
、
雨
合
羽
、
水

筒
な
ど
　
▼
申
込
み
　
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
電

話
番
号
、
Ｐ
Ｗ
ポ
ー
ル
有
無
を
記

入
し
て
、
Ｐ
Ｗ
事
務
局
（
〒
４８４
―

０
０
５
９
　
上
坂
町
４
―
５６
　
Ｆ

Ａ
の
場
合
は
６２
・
４
０
２
２
）
へ

▼
問
合
せ
先
　
大
川
（
蕁
０９０
・
３

９
５
８
・
７
１
７
０
）�

●
波
の
会
・
萌
の
会�

　
合
同
絵
画
展�

　
会
員
２５
人
に
よ
る
油
彩
画
、
ア

ク
リ
ル
画
、
水
彩
画
な
ど
約
７５
点

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。�

▼
と
き
　
３
月
２４
日
齎
〜
２９
日
贍

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
（
初
日
は

午
後
１
時
か
ら
、
最
終
日
は
午
後

４
時
ま
で
）
　
▼
と
こ
ろ
　
市
立

図
書
館
２
階
展
示
室
　
▼
問
合
せ

先
　
矢
萩
（
蕁
６７
・
５
８
２
０
）�

●
第
２５
回
フ
ォ
ト
「
写
憧
」�

　
写
真
展�

▼
と
き
　
３
月
２４
日
齎
〜
４
月
６

日
贐
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
初

日
は
午
後
１
時
か
ら
、
最
終
日
は

午
後
３
時
ま
で
）�

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

▼
問
合
せ
先
　
大
島
（
蕁
６７
・
０

０
８
８
）�

●
障
害
年
金
個
別
無
料
相
談
会�

▼
と
き
　
３
月
２５
日
贓
午
後
１
時

〜
３
時
３０
分
（
申
し
込
み
不
要
）

▼
と
こ
ろ
　
犬
山
国
際
観
光
セ
ン

タ
ー
フ
ロ
イ
デ
控
室
２
　
▼
対
象

精
神
・
身
体
障
害
が
あ
る
人
で
、

６５
歳
前
に
初
診
が
あ
り
、
日
常
生

活
や
仕
事
に
支
障
が
で
て
い
る
人

▼
問
合
せ
先
　
オ
フ
ィ
ス
・
ア
ス

チ
ル
ベ
　
社
会
保
険
労
務
士
　
重

松
（
蕁
６２
・
７
７
７
８
）�

●
パ
ー
ル
＆
天
然
石
ア
ク
セ
サ
リ

　
ー
展�

▼
と
き
　
３
月
２６
日
賍
〜
３１
日
齎

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
（
最
終
日

は
午
後
４
時
ま
で
）
　
▼
と
こ

ろ
・
問
合
せ
先
　
ぎ
ゃ
ら
り
ぃ
木

屋
（
蕁
６１
・
０
５
９
１
）�

※
天
然
石
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
作
り
体

験
教
室
も
あ
り
ま
す
。�

●
第
２６
回
犬
山
少
年
少
女
合
唱
団

　
定
期
演
奏
会�

　
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
い
歌
を
発

表
し
ま
す
。
賛
助
出
演
「
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
さ
く
ら
」
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
を
歌
い
ま
す
。�

▼
と
き
　
３
月
２８
日
贖
午
後
１
時

３０
分
開
演
（
午
後
１
時
開
場
）�

▼
と
こ
ろ
　
犬
山
国
際
観
光
セ
ン

タ
ー
４
階
フ
ロ
イ
デ
ホ
ー
ル�

▼
入
場
料
　
無
料
　
▼
問
合
せ
先

松
山
（
蕁
６８
・
０
７
５
８
）�

※
来
年
度
団
員
募
集
中
！！�

小
学
生
か
ら
（
気
軽
に
体
験
し
に

来
て
く
だ
さ
い
）。�

●
犬
山
グ
ル
ー
プ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　
の
会
　
参
加
仲
間
募
集�

　
誰
か
と
ゆ
っ
く
り
話
が
し
た
い
。

私
の
気
持
ち
を
わ
か
っ
て
ほ
し
い
。

静
か
な
話
し
合
い
で
、
心
が
癒
さ

れ
ま
す
。
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

▼
と
き
　
毎
月
第
２
・
４
土
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時
（
要
予
約
）
　�

▼
と
こ
ろ
　
余
遊
亭
２
階
　
▼
参

加
料
　
１
，
０
０
０
円
（
お
茶
と

お
茶
菓
子
付
き
）
　
▼
問
合
せ
先

小
森
（
蕁
０９０
・
９
９
２
６
・
５
８

２
９
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

http://w
w
w
.w
b.com

m
ufa.jp

/hanaso�

●
巨
樹
・
古
木
観
察
会�

　
（
楽
田
地
区
）�

　
今
回
初
め
て
、
楽
田
地
区
の
巨

樹
・
古
木
の
観
察
会
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

▼
と
き
　
３
月
２９
日
贍
（
小
雨
決

行
）
　
▼
集
合
場
所
　
午
前
９
時

３０
分
に
楽
田
小
学
校
西
門
前�

▼
参
加
料
　
２
０
０
円
（
資
料
代
、

保
険
料
含
む
）
　
▼
問
合
せ
先

犬
山
市
エ
コ
ア
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
巨

樹
巨
木
調
査
グ
ル
ー
プ
　
原
田

（
蕁
６２
・
１
０
５
９
）
、
木
村

（
蕁
６２
・
２
０
４
３
）�

●
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
会�

　
４
月
会
員
募
集
「
こ
こ
ろ
と
か

　
ら
だ
の
元
気
づ
く
り
」�

　
体
・
食
・
心
の
バ
ラ
ン
ス
を
整

え
健
康
に
繋
げ
ま
す
。
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。�

▼
と
き
　
毎
月
第
１
・
３
木
曜
日

午
前
１０
時
〜
正
午
　
▼
と
こ
ろ�

し
み
ん
て
い
、
余
遊
亭
　
▼
内
容

健
康
運
動
法
、
呼
吸
法
、
体
バ
ラ

ン
ス
矯
正
法
、
食
事
バ
ラ
ン
ス
チ

ェ
ッ
ク
、
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
な
ど

▼
対
象
　
女
性
（
年
齢
不
問
）
　�

▼
定
員
　
１５
人
　
▼
会
費
　
１
か

月
１
，
０
０
０
円
（
ア
ロ
マ
、
ハ

ー
ブ
テ
ィ
ー
代
含
む
）
　
▼
問
合

せ
先
　
三
原（
蕁
６５・
１
１
１
７
）�

●
着
物
姿
で
犬
山
祭
を
楽
し
み
ま

　
せ
ん
か
！�

▼
と
き
　
４
月
４
日
贖
＝
狢
午
前

１０
時
３０
分
〜
昼
１２
時
３０
分
　
狠
午

後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分
、
５
日

贍
＝
狡
午
前
１０
時
３０
分
〜
昼
１２
時

３０
分
　
狹
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分
　
▼
着
付
け
会
場
　
文
化
史

料
館
２
階
研
修
室
　
▼
対
象
　
中

学
生
以
上
の
女
性
　
▼
定
員
　
各

回
先
着
１５
人
　
▼
参
加
料
　
１
，

０
０
０
円
（
着
物
〈
小
紋
〉
、
帯
、

草
履
、
小
物
一
式
。
着
付
け
・
足

袋
ソ
ッ
ク
ス
付
き
）
　
▼
申
込
み

３
月
２７
日
贔
必
着
で
往
復
は
が
き

に
（
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
身
長
、

電
話
番
号
、
希
望
日
と
時
間
帯
）

を
記
入
し
て
、
〒
４８４
―
８
７
９
９

犬
山
郵
便
局
留
　
レ
ン
タ
ル
着
物

係
　
前
田
美
音
子
宛
へ
　
▼
問
合

せ
先
　
前
田
（
蕁
０９０
・
９
９
４

７
・
４
３
８
２
）�

※
お
手
持
ち
の
着
物
の
着
付
け
も

各
日
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
（
有

料
、
要
予
約
）�

昔
使
っ
て
い
た�

ス
マ
ホ
で�

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム�

の
ア
イ
テ
ム
購
入�

市�民�
の�ひ�ろ�ば�

５月１日号の締め切りは３月２０日贔�
５月１５日号の締め切りは３月３１日齎�

国民健康保険税  10期�
納付期限は3月31日齎�

口座振替の場合は納期限が振替日となります�
ので、前日までに用意してください。�

納税は、金融機関、コンビニ及び市役所・�
出張所でお願いします。�

◎市税などの納付は口座振替で◎�

▼問合せ先　収納課（蕁４４・０３１６）�

■
地
域
活
動
推
進
課
が�

　
市
役
所
本
庁
舎
へ�

　
移
転
し
ま
す�
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広報いぬやま　Ｈ２７・３・１５号� 広報いぬやま　Ｈ２７・３・１５号�

■休日歯科診療�
電話受付時間　午前９時３０分～１１時３０分�

※（所在地）は、市町・大字小字にて表記�

と　き� 歯科医院名（所在地）� 電　話�

■休日・平日時間外の水道緊急時�
連絡先　白山浄水場（蕁６１・１２６０）�

■救急医療の案内�
○救急医療情報センター（蕁８１・１１３３）�
　　２４時間３６５日体制で、電話で医療機関の案内を行っています。�
○救急医療情報システム　http://www.qq.pref.aichi.jp/（５か国語対応）�
　　インターネットで受診可能な医療機関を検索できます。�
○小児救急電話相談（蕁＃８０００か、蕁０５２・９６２・９９００）�
　　休日などの夜間に医療相談が受けられます。�
　　★受付時間／土・日曜日、祝日の午後７時～１１時�

０５８７・９３・８１１８�

６７・９９３９�

６１・５２５０�

０５８７・９３・８１６１�

３月１５日贍�

３月２１日贇�

３月２２日贍�

３月２９日贍�

（扶桑・長畑）�

（楽田西野）�

（塔野地大畔）�

（扶桑・高雄伊勢帰）�

大藪歯科医院�

祖父江歯科�

たきざわ歯科医院�

木下歯科�

高齢者の総合相談�
高齢者あんしん相談センター（長寿社会課内）（蕁４４・０３２５）�
受付時間：午前９時～午後５時（贖贍贇を除く）�

■休日（昼間）診療�

■休日（夜間）診療�

犬山市休日急病診療所（国道４１号五郎丸交差点東へ３００ｍ）�
内科・外科（蕁６２・８１００）�
受付時間：午前８時３０分～１１時３０分（診療は午前９時から）�
　　　　　午後１時３０分～４時１５分（診療は午後２時から）�

受付時間　午後５時～８時�

上段は内科系、下段は外科系（急病以外はご遠慮ください）�

と　き� 病・医院名� 電　話�

犬山駅西病院�
さとし眼科クリニック�

（高見町）�
（成海南）�

６１・２０１７�
６８・３１０４�

村上内科�
竹内整形外科クリニック�

（丸山）�
（専正寺町）�

６２・２２０１�
６１・７３１１�

安藤医院�
にわ耳鼻咽喉科�

（西新道）�
（堀　田）�

６１・０３１６�
６７・６８６８�

安藤クリニック�
こばやし耳鼻咽喉科�

（塔野地）�
（東松本町）�

６２・８８８１�
６１・３１５４�

３月１５日贍�

３月２１日贇�

３月２２日贍�

３月２９日贍�

�

　平成２７年１月２４日、２５日、東京で開催された第１５回全国中学生
創造ものづくり教育フェア「あなたのためのおべんとう」コンクー
ル（全日本中学校技術・家庭科研究会主催）において、城東中学校
２年生の３人が、２位を受賞しました。�
　「関戸先生へ感謝いっぱい四季弁当」として作成したお弁当は、
部活動や駅伝でお世話になった先生の好きな和食の献立です。先生
との四季の思い出と、彩り豊かに美しい日本の四季をイメージし、
食材の色を活かした見事なお弁当に仕上がりました。�
　規定課題の魚を使った１品を紹介します。�

〈作り方〉�
①あじはぜいごをとり、３枚におろ
す。さらに半身を１/２に切り、
骨抜きを使い、小骨をとる。背側
に包丁を入れ袋状にする。�

②れんこんは洗って皮をむき、２㎜
幅の半月切りにし、油で炒め、塩
で味付けをする。�

③①に洗ったしそと②をはさむ。�
④小麦粉を水で溶き、水溶き小麦粉、
パン粉の順につけて、１８０℃の油
できつね色になるまで揚げる。�

⑤鍋にポン酢を入れ、沸騰させない
ように粉寒天を溶かし、粗熱をとっ
て固め、星型に抜く。�

⑥④に⑤を乗せる。�

城東中学校２年生「ＪＯＴＯ☆Ｆｌｏｗｅｒ」�

近藤里咲さん・玉置結衣さん・中川瑠那さん�
り　さ　　　　　　　　　　 ゆ　い　　　　　　　　　　 る　な�

【あじのシャキシャキ☆さっぱり揚げ】�
・・・�

　
２
月
１９
日
賍
に
、
栗
栖
シ
ニ
ア

グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し

て
「
市
制
６０
周
年
記
念
事
業
　
健

康
づ
く
り
応
援
隊
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
内
容
は
、
市
長
寿
社
会
課

か
ら
職
員
を
講
師
と
し
て
迎
え
る

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
、

「
健
康
市
民
づ
く
り
」
宣
言
の
唱

和
、
そ
し
て
参
加
者
一
人
ひ
と
り

の
健
康
に
対
す
る
目
標
を
紙
に
書

い
て
い
た
だ
く
「
健
康
☆
み
ら
い

宣
言
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
途

中
会
食
も
あ
り
、
和
や
か
で
楽
し�

������������
い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。�

　
当
日
は
、
栗
栖
シ
ニ
ア
グ
ル
ー

プ
の
三
輪
会
長
を
始
め
、
メ
ン
バ

ー
約
３０
名
が
参
加
さ
れ
、
私
達
ろ

く
ま
る
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
、
ま
っ

こ
ー
さ
ん
（
佐
野
さ
ん
）
と
、
し

ー
ち
ゃ
ん
（
田
口
さ
ん
）
と
私
い

い
さ
ん
の
３
人
が
伺
い
ま
し
た
。�

　
ま
ず
は
、
市
長
寿
社
会
課
の
職

員
さ
ん
の
軽
快
な
話
術
に
よ
る
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受

け
ま
し
た
。
教
材
を
元
に
参
加
者

一
同
が
理
解
を
深
め
、
地
域
で
の

助
け
合
い
の
必
要
性
を
再
認
識
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

　
私
自
身
は
二
度
目
の
受
講
と
な

り
ま
し
た
が
、
本
講
座
を
受
け
た

結
果
、
取
得
し
た
知
識
と
そ
れ
を

活
か
す
自
ら
の
実
践
を
、
地
域
社

会
で
ど
れ
だ
け
発
揮
で
き
る
か
が
、

受
講
さ
れ
た
方
一
人
ひ
と
り
の
ポ

イ
ン
ト
な
の
だ
な
、
と
再
確
認
す

る
思
い
で
し
た
。�

　
そ
し
て
、
何
よ
り
も
良
か
っ
た

の
は
、
三
輪
会
長
の
グ
ー
、
チ
ョ

キ
、
パ
ー
の
認
知
症
予
防
ゲ
ー
ム

や
講
師
に
よ
る
色
識
別
ゲ
ー
ム
及

び
漢
字
遊
び
な
ど
で
、
笑
い
と
笑�

������������

顔
に
溢
れ
、
講
座
を
最
大
限
に
盛

り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
会
食
し
な
が
ら
の
「
健

康
寿
命
を
の
ば
そ
う
」
談
義
で
は
、

参
加
者
の
幅
広
い
交
流
が
み
ら
れ

ま
し
た
。
「
健
康
市
民
づ
く
り
宣

言
」
の
３
つ
の
誓
い
、
「
１０
の
実

践
」
の
唱
和
も
大
好
評
で
し
た
。�

　
そ
れ
か
ら
、
一
人
ひ
と
り
の
健

康
に
対
す
る
目
標
を
紙
に
書
く

「
健
康
☆
み
ら
い
宣
言
」
を
行
い
、

そ
の
後
、
記
念
写
真
撮
影
で
「
ハ

イ
、
ポ
ー
ズ
！
」
。
健
康
に
対
す

る
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
ろ
く

ま
る
ス
タ
ッ
フ
の
「
健
康
づ
く
り

応
援
隊
」
と
し
て
の
活
動
は
こ
の

栗
栖
に
て
無
事
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！�

【
取
材
・
文
・
写
真
‥
飯
坂
さ
ん

（
い
い
さ
ん
）
】
　�

～全国大会２位受賞！！～�

〈材料〉（２人分）�
あじ�
れんこん�
塩�
しそ�
サラダ油�
（れんこんを炒める）�

……………１尾�
………１５ｇ�

………………少々�
……………２枚�

………適量�

小麦粉�
パン粉�
ポン酢�
粉寒天�
揚げ油�

…大さじ１強�
……大さじ３�
……大さじ１．５�
…………１．５ｇ�
…………適量�

「
健
康
づ
く
り
応
援
隊�

　
ＩＮ
栗
栖
シ
ニ
ア
グ
ル
ー
プ
」�

　
　
　
　
を
開
催
し
ま
し
た
！�

　
２
月
１９
日
に
開
催
さ
れ
た
「
市
制
６０
周
年
記
念
事
業
　
健
康
づ
く
り�

応
援
隊
ＩＮ
栗
栖
」
の
様
子
を
ろ
く
ま
る
ス
タ
ッ
フ
が
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！�

市
制
６０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員�

「
ろ
く
ま
る
ス
タ
ッ
フ
」
に
よ
る
行
事
レ
ポ
ー
ト
！�

「
ろ
く
ま
る
ス
タ
ッ
フ
」
に
よ
る
行
事
レ
ポ
ー
ト
！�

材　料�
（４人分）�

小アジ�
玉ねぎ�
にんじん�
ピーマン、パプリカ�
レモンのスライス�
小麦粉、揚げ油�
【南蛮酢】�
酢�
しょうゆ�
水�
きび砂糖�
塩、こしょう�
たかの爪�

………………２０尾�
…………１/２個�
………１/３個�

…各１個�
…４枚�

……適量�
�

………………１００ｍｌ�
………１００ｍｌ�

………………１８０ｍｌ�
………大さじ６�

………少々�
……………少々�

いっぱい釣れたよ�
～自分でさばいて自分で料理して、おいしくいただきます！～�

【献立献立テーマ】�

いっぱい釣れたよ�
～自分でさばいて自分で料理して、おいしくいただきます！～�

オリジナル�わが家のおいしいごはん�市
内の
小学生が教えてくれた

市
内の
小学生が教えてくれた

⑮�

【酸っぱくないアジの南蛮漬け】�
①野菜を切る。　　　　　　　　　　　
玉ねぎ…うす切りにして水にさらす。
ピーマン、パプリカ…うす切り。　
にんじん…４～５ｃｍのせん切り。　
スライスしたレモン…半分に切る。�

②南蛮酢の調味料を合わせ、電子レンジ
で１～２分加熱して、酢の酸っぱさ
をとばす。�

③アジは、ゼイゴ、エラ、カマ、内臓を
取り除き、気になれば頭も切り落とす。�

④アジを流水でよく洗い、キッチンペーパーで水分をしっかりふき取る。�
⑤④のアジに小麦粉をまぶし、余分な小麦粉をはたいておく。�
⑥鍋に油を熱し、１６０℃で６～７分、アジをじっくり揚げる。�
⑦アジを二度揚げする。（アジを一度、油から取り出し、油の温度を１８０℃くら
いに上げ、今度はサッと揚げる。）�

⑧アジの油をきり、熱いうちに②の南蛮酢に漬け込む。�
⑨しっかり水分をきった①の野菜と、⑧のアジを和えたら、できあがり。�

〈作り方〉�

【献立テーマ】�

レシピ提供者　東　洸太朗さん�
　　　　　 　（小学６年生）�

あずま　こうたろう�

2627



平成27年3月15日号�

インターネットホームページアドレス　http://www.city.inuyama.aichi.jp/�
Ｅメールアドレス　010201@city.inuyama.lg.jp　 ＦＡＸ　0568〈44〉0360

発行　犬山市役所　〒４８４‐８５０１　愛知県犬山市大字犬山字東畑36　●0568〈61〉1800豎�
編集　NPO編集企画協会　〒４８４‐８５８３　愛知県犬山市大字犬山字東古券776　●0568〈61〉0593

　わんぱくで明るく、
何にでも興味を持つ
性格。皆さん、どう
ぞよろしく。�

犬山市のキャラクター�

わん丸君�

高橋　結人ちゃん�
（羽黒）�

平成２６年３月１０日生まれ�

ゆうと� りんか�

小川　凛花ちゃん�
（上坂町）�

平成２６年３月２５日生まれ�

QRコード�

　
新
市
長
に
な
っ
て
、

初
の
春
の
犬
山
お
城
ま

つ
り
。
今
回
は
大
火
の

被
災
者
を
支
援
す
る
犬

山
祭
で
も
あ
り
ま
す
。�

　
世
界
情
勢
は
厳
し
く
、

国
内
景
気
も
今
一
つ
。

そ
ん
な
時
こ
そ
、
元
気

よ
く
パ
ー
ッ
と
い
き
た

い
も
の
。�

　
幸
い
城
下
町
は
、
冬

の
端
境
期
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
多
く
の
人
で
ご

っ
た
返
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
活

か
し
、
一
に
も
二
に
も

が
ん
ば
ろ
ー
。
（
山
）�

編
集
後
記�

　元気に育ってね！� 　いつも可愛いりんか
ちゃん！お姉ちゃんと
仲良く大きくなってね。�

※広報いぬやまに掲載されているホームページアドレスからの各種情報の入手については、犬山市役所秘書企画課及び市内各出張所に�
　おいて、印刷・配布サービスを行っておりますので、ご利用ください。�

◆
所
在
地�

　
犬
山
市
字
東
大
円
１７
―
５５�

◆
事
業
内
容�

　
工
作
機
械
カ
バ
ー
の
製
造
等�

◆
歴
史
・
沿
革�

　
青
森
県
出
身
の
社
長
が
長
年
勤

め
た
鉄
工
所
の
廃
業
を
き
っ
か
け

に
、
縁
あ
っ
て
昭
和
５２
年
、
犬
山

で
創
業
。
こ
の
地
で
事
業
を
成
長

さ
せ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
所
在
地
で
あ
る
東
大
円
の
２

文
字
を
用
い
て
、
社
名
を
東
円
鈑

工
所
と
し
ま
し
た
。�

◆
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
の
共
存�

　
工
作
機
械
の
性
能
は
日
々
向
上

し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
し
た
機
械

は
数
値
等
を
入
力
す
れ
ば
自
動
で

作
業
を
し
て
く
れ
ま
す
。
当
社
の

製
品
は
鉄
板
を
曲
げ
て
製
造
し
ま

す
が
、
曲
面
加
工
は
機
械
に
任
せ

る
よ
り
も
、
長
年
の
経
験
と
カ
ン

で
、
人
の
手
で
作
業
す
る
方
が
美

し
い
製
品
を
生
み
出
し
ま
す
。
現

在
も
取
引
先
の
要
望
に
応
え
、
デ

ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
を
組
み
合
わ

せ
て
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。�

◆
日
頃
の
努
力
が
成
長
に
続
く�

　
勤
め
て
い
た
鉄
工
所
が
廃
業
し

た
と
き
、
私
を
助
け
て
く
れ
た
の

は
、
そ
れ
ま
で
に
培
っ
た
技
術
と

人
脈
で
し
た
。
運
に
恵
ま
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
日
頃
の
絶
え

間
な
い
努
力
が
、
こ
こ
犬
山
で
の

会
社
設
立
に
繋
が
っ
た
も
の
と
信

じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
業
者
が

廃
業
し
た
際
、
優
秀
な
人
材
の
紹

介
や
機
械
設
備
の
提
供
を
受
け
た

こ
と
も
、
当
社
に
と
っ
て
は
努
力

が
も
た
ら
し
て
く
れ
た
縁
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
依
頼
さ
れ
た
仕
事
は
誠
意
を

も
っ
て
受
注
し
、
技
術
と
信
頼
の

獲
得
に
努
め
て
い
き
ま
す
。�

���������

◆
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援�

　
当
社
従
業
員
１５
名
の
う
ち
、
３

名
が
東
北
地
方
出
身
で
す
。
全
国

の
遊
休
機
械
と
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
機
械
等
を
流
失
・
損
壊
し
た

事
業
者
の
要
望
と
を
マ
ッ
チ
ン
グ

さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
こ

と
を
知
り
、
少
し
で
も
力
に
な
り

た
い
と
考
え
、
当
社
か
ら
は
８
点

の
機
械
を
提
供
し
ま
し
た
。
被
災

地
の
方
々
が
１
日
で
も
早
く
復
興

で
き
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。�

▼
問
合
せ
先
　
商
工
企
業
振
興
課

（
蕁
４４
・
０
３
４
０
）�

株
式
会
社

東
円
鈑
工
所
�

　愛知県最北端に位置する栗栖地区にある栗
栖小学校。卒業証書を携えた卒業生を、拍手
で見送る在校生たち。少人数ながら、心のこ
もった見送りの風景である。（「犬山・江南の
昭和」より）�

卒業生を送る在校生�
（昭和３５年）�

日頃の努力が成長に続く�４４�

最新の機械を操作する社員�

２６３�


